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隋の東部ユーラシア規模での世界戦略

は　

じ　

め　

に

隋
（
五
八
一
〜
六
一
八
年
）
は
、
三
十
七
年
間
の
短
命
王
朝
で
あ
っ
た
う
え
に
、

煬
帝
が
三
度
の
高
句
麗
遠
征
（
六
一
二
〜
六
一
四
年
）
の
失
敗
に
よ
っ
て
国
力
を

疲
弊
さ
せ
、
国
を
滅
ぼ
し
た
印
象
が
強
く
、
外
征
や
対
外
政
策
が
拙
劣
で
あ
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
文
帝
の
時
代
（
五
八
一
〜
六
〇
四

年
）
と
、
煬
帝
の
時
代
（
六
〇
四
〜
六
一
八
年
）
の
高
句
麗
遠
征
開
始
（
六
一
二

年
）
ま
で
の
外
交
政
策
は
秀
逸
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
隋
は
建
国
直
後
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
に
至
る
広
大
な

領
域
を
支
配
す
る
強
大
な
突
厥
帝
国
を
、
離
間
策
に
よ
っ
て
東
西
に
分
裂
さ
せ

（
五
八
三
年
）
1
（

）、
弱
体
化
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
隋
の
外
交
が
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

事
を
示
す
一
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
、
突
厥
、
及
び
東
西
分
裂
後
の
西
突
厥
に
対

す
る
隋
の
離
間
策
に
つ
い
て
は
、
護
雅
夫
氏
、
松
田
寿
男
氏
、
内
藤
み
ど
り
氏
ら

が
指
摘
し
て
い
る
）
2
（

。
し
か
し
、
突
厥
以
外
の
周
辺
国
家
に
対
す
る
隋
の
外
交
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

『
隋
書
』『
旧
唐
書
』『
資
治
通
鑑
』
な
ど
の
史
書
を
紐
解
く
と
、
隋
は
、
突
厥
、

西
突
厥
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
周
辺
諸
国
（
吐
谷
渾
、
契
丹
な
ど
）
を
討
伐
、

も
し
く
は
帰
順
さ
せ
る
た
め
に
周
辺
国
（
東
突
厥
、
鉄
勒
な
ど
）
を
巧
妙
に
利
用

し
、「
以
夷
制
夷
（
夷
を
以
て
夷
を
制
す
る
）」
と
も
言
え
る
巧
み
な
対
外
戦
略
で

臨
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
煬
帝
は
、
大
業
元
年
（
六
〇
五
）、
東
突
厥
の
啓
民
可

汗
に
命
令
し
、
隋
軍
と
協
力
し
て
契
丹
を
討
伐
さ
せ
、
大
業
四
年
（
六
〇
八
）、

鉄
勒
に
吐
谷
渾
を
討
伐
さ
せ
て
い
る
（
詳
し
く
は
後
述
）。

そ
も
そ
も
、
文
帝
が
隋
を
建
国
し
た
当
初
（
五
八
一
年
）
は
、
南
に
は
陳
が
控

え
て
お
り
、
中
華
は
依
然
と
し
て
未
統
一
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
北

方
と
西
方
に
は
精
強
な
遊
牧
騎
馬
民
族
の
大
帝
国
突
厥
が
強
盛
を
誇
り
、
中
華
を

圧
迫
し
て
い
た
。

隋
の
先
代
の
北
周
と
北
斉
は
、
華
北
の
覇
権
を
か
け
た
戦
い
に
勝
つ
た
め
、
突

厥
の
支
援
を
得
よ
う
と
競
っ
て
可
汗
に
贈
物
を
お
く
り
、
歓
心
を
得
る
た
め
腐
心

し
た
が
、
こ
う
し
た
中
華
の
分
裂
・
対
立
が
突
厥
を
増
長
さ
せ
、
そ
の
勢
力
拡
大

を
助
長
し
た
。
そ
し
て
、
突
厥
は
、
文
帝
が
隋
を
建
国
す
る
と
、
四
十
万
の
兵
力

で
大
々
的
に
入
寇
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
文
帝
は
、
陳
を
討
滅
し
て
中
華
を
再
統

一
す
る
よ
り
も
先
に
、
突
厥
に
応
戦
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

隋
は
、
こ
の
よ
う
に
背
腹
に
強
敵
を
有
す
る
危
機
的
な
状
況
か
ら
、
軍
事
力
の

行
使
に
加
え
、
巧
妙
な
外
交
も
活
用
し
、
突
厥
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
、
中
華
を
統

隋
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
世
界
戦
略

│
北
方
と
西
方
へ
の
遠
交
近
攻
、
以
夷
制
夷
の
対
外
政
策

│

菅　

沼　
　

愛　

語
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【年表】隋の外交・外征と、その段階的変遷
段階 帝 年代 隋の国内事情・国際情勢など 隋の外交・離間策・謀略

第 1
段階

文　
　

帝

開皇元（581）
2 月、楊堅が隋を建国。この年、突厥の佗鉢可
汗が死去。沙鉢略可汗が即位し、北斉の高宝寧
と連繋して隋に入寇

この頃、突厥に対する「遠交近攻」策を実施し、
達頭可汗、処羅侯に遣使し懐柔を画策

開皇 2（582） 沙鉢略可汗が40万騎を率い大規模に入寇 文帝に懐柔された達頭可汗が撤退

開皇 3（583） 隋の離間策（遠交近攻）により突厥が東西に分
裂

阿波可汗が隋と通好したため、沙鉢略可汗は激
怒し阿波可汗の領地を襲撃。阿波可汗は達頭可
汗のもとに逃亡

第 2
段階

開皇 4（584） 文帝と沙鉢略可汗が和親 文帝が千金公主を養女となし大義公主に改封。
文帝と沙鉢略可汗が舅婿関係を結ぶ

開皇 5（585） 7 月、沙鉢略可汗が文帝に上表し「臣」と称す

開皇 7（587）
文帝は即位直後の莫何可汗に鼓吹幡旗を下賜。
莫何可汗は旗鼓を持って阿波可汗を攻撃し、阿
波可汗を捕縛

開皇 9（589） 隋が陳を攻め滅ぼす【隋による中華の再統一】

第 3
段階

開皇13（593） 大義公主が都藍可汗に殺される（実は隋の謀略
による）

開皇16（596） 吐谷渾に光化公主を降嫁させる

開皇17（597） 文帝が染干に安義公主を降嫁させ優遇したため、
都藍可汗は怒り、朝貢を停止し、頻繁に入寇

文帝が突厥への離間策として、弱小の染干に安
義公主を降嫁させ優遇

開皇18（598） 文帝の高句麗征伐

開皇19（599）

4 月、染干が入朝（都藍可汗が達頭可汗と連合
し染干を攻めたため、染干は敗走し隋に内附）。
10月、文帝が染干を啓民可汗に冊立。12月、都
藍可汗が部下に弑殺される【突厥に内訌勃発：
染干と都藍可汗・達頭可汗が対立】

啓民可汗に義成公主が降嫁（安義公主死去のた
め）

仁寿 3（603）

隋の策謀により達頭可汗配下の鉄勒等の諸族が
叛き、啓民可汗に降伏。達頭は大敗し吐谷渾に
亡命。啓民可汗が余衆を収め東突厥の大可汗と
なる【東突厥が隋に帰順】

仁寿 4（604） 文帝が崩御し、煬帝が即位

第 4
段階

煬　
　

帝

大業元（605） 1 月～ 4月、劉方の林邑遠征 契丹が営州を襲撃。隋の韋雲起と東突厥の啓民
可汗が連合し契丹を討伐

大業 3（607）

4 月～ 9月、煬帝の北巡。 7月～ 8月、北巡中
に煬帝が東突厥の啓民可汗のテントを訪問（煬
帝は、可汗のテントにいた高句麗の使者と会
う）。この年、倭国から遣隋使（小野妹子）至
る

煬帝は高句麗の使者に対し「王が来朝しなけれ
ば啓民可汗を率い高句麗に巡行する」と言い、
高句麗王の来朝を促す

大業 4（608） 1 月、永済渠の開鑿を開始。 7月、宇文述の吐
谷渾遠征

鉄勒に吐谷渾を討伐させ、吐谷渾の可汗伏允を
東に遁走させる

大業 5（609） 6 月、煬帝が張掖に滞在。 6月、西海・河源・
鄯善・且末等の四郡を設置

啓民可汗が死去し、息子の始畢可汗が即位して
義成公主と再婚

大業 6（610）

陳陵が流求に遠征し、 2月、煬帝に流求の捕虜
を献上。この頃、西突厥で内訌勃発。射匱可汗
が泥撅処羅可汗を攻撃し、敗北した泥撅処羅可
汗は東に逃走

この頃、射匱可汗が煬帝に通婚を請願。煬帝が
泥撅処羅可汗の殺害を通婚の条件に提示したた
め、射匱可汗は泥撅処羅可汗を撃破

大業 7（611） 12月、西突厥の泥撅処羅可汗が臨朔宮（河北
省）で煬帝に拝謁

第 5
段階

大業 8（612） 正月、第 1次高句麗遠征。 9月、煬帝が東都洛
陽に帰還 高昌に華容公主を降嫁させる

大業 9（613） 3 月、第 2次高句麗遠征。 6月、楊玄感の乱が
勃発

大業10（614） 2 月、第 3次高句麗遠征 泥撅処羅可汗に信義公主が降嫁

大業11（615） 煬帝の北巡。 8月、始畢可汗が数十万騎を率い
て入寇し、煬帝を雁門（山西省）で包囲

この頃、始畢可汗の弟叱吉設に離間策（公主降
嫁と南面可汗への冊立）を仕掛けるが失敗

大業13（617） 5 月、李淵が太原で挙兵し、11月、恭帝（煬帝
の孫）を擁立 

武徳元（618） 3 月、煬帝が宇文化及に殺される。 5月、李淵
が唐を建国【隋の滅亡、 唐の建国】
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征
」
は
関
連
が
深
く
、
広
義
に
は
外
交
に
外
征
も
含
ま
れ
得
る
が
、
本
稿
で
は
、

外
交
と
外
征
を
一
定
区
別
し
、
外
交
を
主
た
る
研
究
対
象
と
す
る
。

本
稿
は
五
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
で
、
ま
ず
隋
の
外
交
・
外
征
の
段
階
的
な
変

遷
を
示
し
、
次
い
で
、
第
二
章
と
第
三
章
で
突
厥
（
東
西
突
厥
）
に
対
す
る
隋
の

離
間
策
（「
遠
交
近
攻
」
策
な
ど
）
を
論
じ
、
第
四
章
で
、
周
辺
の
諸
国
家
・
諸

勢
力
に
対
す
る
隋
の
「
以
夷
制
夷
」
の
外
交
政
策
を
取
り
上
げ
、
隋
の
外
交
戦
略

に
つ
い
て
論
考
す
る
。
第
五
章
で
は
隋
の
和
蕃
公
主
を
取
り
上
げ
、
通
婚
を
利
用

し
た
隋
の
和
親
策
・
離
間
策
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は

『
隋
書
』『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』『
資
治
通
鑑
』
か
ら
隋
の
外
交
戦
略
に
関
す
る
事

柄
を
抽
出
し
、
年
表
や
図
表
に
提
示
し
た
。
註
に
引
用
し
た
史
料
の
〔　

〕
内
は

筆
者
の
翻
訳
で
あ
り
、
傍
線
は
筆
者
が
附
し
た
。（
な
お
、
突
厥
は
、
五
八
三
年

以
降
、
東
突
厥
と
西
突
厥
に
分
裂
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
東
突
厥
の
こ
と
を
適
宜
、

突
厥
と
記
す
。）

第
一
章　

隋
の
外
交
・
外
征
の
段
階
的
な
変
遷

最
初
に
、
隋
の
外
交
・
外
征
の
段
階
的
な
変
遷
を
ま
ず
見
て
お
き
た
い
。
隋
は
、

三
十
七
年
間
の
短
命
王
朝
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
外
交
の
様
相
は
時
間
的
に
目
ま
ぐ

る
し
く
推
移
し
て
お
り
、
大
ま
か
に
は
以
下
の
五
つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
と
筆

者
は
考
え
る
。

第
一
段
階
（
五
八
一
年
〜
五
八
三
年
）
は
、
隋
を
建
国
し
た
直
後
の
文
帝
の
外

交
で
あ
る
。
建
国
直
後
、
北
方
と
西
方
に
強
大
な
勢
力
を
張
る
突
厥
が
、
隋
に
対

し
て
大
規
模
な
入
寇
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
文
帝
は
、
長
孫
晟
の
献
策
す
る
「
遠

交
近
攻
）
3
（

」
と
い
う
外
交
戦
略
も
用
い
て
突
厥
の
内
訌
を
煽
り
、
開
皇
三
年
（
五
八

三
）、
突
厥
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
、
勢
力
を
削
い
だ
。

一
し
、
世
界
帝
国
を
築
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
中
華
統
一
直
後
の
隋
を

取
り
巻
く
世
界
情
勢
は
【
図
1
】
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
隋
は

滅
亡
ま
で
に
、
東
突
厥
・
西
突
厥
・
吐
谷
渾
・
契
丹
・
鉄
勒
・
高
昌
・
百
済
・
新

羅
・
林
邑
・
流
求
な
ど
を
武
力
と
外
交
に
よ
り
次
々
と
臣
従
さ
せ
勢
力
下
に
組
み

込
ん
で
い
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
た
隋

の
外
交
・
外
征
の
様
相
と
そ
の
変
遷
に
着
目
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。
と
り
わ
け
、

北
方
と
西
方

へ
の
「
以
夷

制
夷
（
夷
を

以
て
夷
を
制

す
る
）」「
遠

交
近
攻
」
と

い
う
隋
の
外

交
・
外
征
政

策
に
注
目
し
、

突
厥
も
含
め

た
周
辺
諸
国

に
対
す
る
隋

の
外
交
政
策

に
着
目
し
た

い
と
思
う
。

な
お
、「
外

交
」
と
「
外

【図 1 】隋を取り巻く国際情勢（中華統一直後）
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第
二
段
階
（
五
八
三
年
〜
五
八
九
年
）
は
、
文
帝
に
よ
る
中
華
の
再
統
一
で
あ

る
。
突
厥
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
弱
体
化
さ
せ
た
文
帝
は
、
次
い
で
陳
を
滅
ぼ
し

（
五
八
九
年
）、
約
三
百
年
ぶ
り
に
中
華
統
一
と
い
う
偉
業
を
完
遂
し
た
。

第
三
段
階
（
五
八
九
年
〜
六
〇
四
年
）
は
、
中
華
再
統
一
後
の
文
帝
に
よ
る
世

界
戦
略
の
た
め
の
外
交
で
あ
る
。
文
帝
は
、
第
一
段
階
で
突
厥
を
東
西
に
分
裂
さ

せ
弱
体
化
さ
せ
た
が
、
こ
こ
で
更
に
東
突
厥
を
本
格
的
に
攻
略
し
、
帰
順
さ
せ
た
。

ま
た
文
帝
は
、
公
主
の
降
嫁
に
よ
っ
て
吐
谷
渾
と
和
親
し
、
高
句
麗
へ
討
伐
軍
を

派
遣
し
た
。

第
四
段
階
（
六
〇
四
年
〜
六
一
二
年
）
は
、
煬
帝
の
外
交
で
あ
る
。
煬
帝
は
、

文
帝
の
外
交
政
策
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
吐
谷
渾
、
契
丹
、
鉄
勒
な
ど
を
征
伐
、

も
し
く
は
帰
順
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
際
、
す
で
に
帰
順
し
た
東
突
厥
の
啓
民
可
汗

の
加
勢
を
得
て
、
契
丹
を
征
伐
す
る
な
ど
、「
以
夷
制
夷
（
夷
を
以
て
夷
を
制
す

る
）」
と
も
言
え
る
政
策
を
用
い
て
、
効
率
的
に
周
辺
諸
国
の
統
御
を
図
っ
て
い

る
。第

五
段
階
（
六
一
二
年
〜
六
一
八
年
）
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
三
度
の
高
句
麗
遠

征
の
失
敗
と
そ
れ
に
伴
う
国
内
外
の
権
威
の
失
墜
か
ら
崩
壊
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
で

あ
り
、
こ
の
時
期
の
隋
は
、
対
高
句
麗
以
外
に
も
度
重
な
る
外
交
的
な
失
敗
を

行
っ
て
い
る
。

以
上
、
大
ま
か
に
区
分
し
た
隋
の
外
交
の
五
つ
の
段
階
に
つ
い
て
は
【
図
2
】

に
模
式
的
に
示
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
文
帝
と
煬
帝
の
外
交
戦
略
に
は
一
定
の
継
承
性
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
中
華
統
一
王
朝
と
し
て
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
煬
帝
が
文
帝
時
代

の
外
交
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
長
孫
晟
）
4
（

と
裴
矩
）
5
（

を
引
き
続
き
顧
問
に
据
え
、
外
交

政
策
を
司
ら
せ
た
事
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

隋
の
外
交
政
策
の
中
心
を
担
っ
た
長
孫
晟
は
、
人
材
登
用
と
い
う
観
点
か
ら
も

興
味
深
い
の
で
少
し
だ
け
言
及
し
て
お
く
。
長
孫
晟
は
、
鮮
卑
族
の
出
身
で
あ
り
、

弓
術
に
秀
で
て
い
た
。
長
孫
晟
は
北
周
時
代
、
突
厥
の
東
面
可
汗
摂
図
（
後
の
六

代
目
大
可
汗
の
沙
鉢
略
可
汗
）
に
降
嫁
す
る
千
金
公
主
（
武
帝
の
弟
趙
王
の
娘
）

に
随
行
し
、
突
厥
に
赴
い
た
が
、
そ
の
弓
矢
の
才
を
摂
図
に
愛
さ
れ
て
、
突
厥
の

王
族
達
と
親
交
を
深
め
、
突
厥
の
内
情
を
探
る
機
会
を
得
た
。
長
孫
晟
は
、
突
厥

※二重線は同盟、白矢印は隋からの
　遣使や命令、黒矢印は攻撃

【図 2 】隋の外交の段階的変遷
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滞
在
中
に
得
た
情
報
を
活
か
し
、
帰
国
後
、
文
帝
に
対
し

て
突
厥
攻
略
の
た
め
の
「
遠
交
近
攻
」
策
を
建
言
す
る

（『
隋
書
』
巻
五
一
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
）。

こ
の
よ
う
に
、
北
魏
以
来
の
北
朝
の
流
れ
を
汲
む
隋
は
、

胡
漢
混
交
の
色
彩
も
強
く
、
人
材
登
用
の
面
で
も
自
由
度

が
大
き
く
多
様
で
あ
り
、
ま
た
、
北
方
の
遊
牧
騎
馬
民
族

の
風
俗
に
対
す
る
知
識
や
理
解
か
ら
、
柔
軟
な
外
交
を
展

開
す
る
素
地
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
通
常
の
「
外
交
」
は
、
国
家
対
国
家
が
原
則
で

あ
る
が
、
隋
は
、
突
厥
と
い
う
遊
牧
国
家
内
の
諸
勢
力
で

あ
る
諸
可
汗
に
対
し
て
も
「
外
交
交
渉
」
を
個
別
に
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
言
わ
ば
「
小
外
交
」
と
で
も
言
う
べ

き
広
義
の
外
交
形
態
で
あ
り
、
と
り
わ
け
遊
牧
国
家
の
突

厥
へ
の
離
間
策
と
し
て
は
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。（
本

稿
で
は
、
国
家
と
国
家
内
勢
力
と
の
外
交
交
渉
を
「
小
外

交
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。）

そ
し
て
、
隋
は
、
強
大
な
軍
事
力
に
加
え
、
巧
み
な
外

交
戦
略
も
功
を
奏
し
、
短
い
期
間
の
う
ち
に
、
北
方
の
突

厥
、
西
方
の
吐
谷
渾
、
東
方
の
契
丹
な
ど
東
部
ユ
ー
ラ
シ

ア
規
模
で
の
世
界
戦
略
を
推
し
進
め
、
概
ね
成
功
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

以
下
の
章
で
は
、
隋
の
外
交
政
策
の
様
相
を
、
具
体
的

な
事
例
を
示
し
つ
つ
論
考
し
、
そ
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※⑴⑵⑶…は突厥（東突厥）可汗の継承順位。
※二重四角で囲んだ可汗は、隋からの離間策を受けた人物。
※四角で囲んだ女性は和蕃公主。
※ 系図は菅沼愛語「隋代の和蕃公主と北方・西方に対する隋の外交戦略」（『立命館東洋史學』38号、 
2015年 8 月）の系図を修正して引用。

【系図】突厥、西突厥、吐谷渾、高昌への和蕃公主の降嫁
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第
二
章　

文
帝
の
突
厥
へ
の
「
遠
交
近
攻
」
策
（
中
華
統
一
前
）

「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
隋
の
建
国
当
初
、
強
大
な
遊
牧
帝
国
の

突
厥
が
四
十
万
と
い
う
大
兵
力
を
率
い
、
大
挙
し
て
襲
撃
し
て
き
た
た
め
、
突
厥

へ
の
対
応
が
、
誕
生
間
も
な
い
隋
に
と
っ
て
生
死
を
か
け
た
重
要
課
題
と
な
っ
た
）
6
（

。

突
厥
は
、
隋
の
建
国
と
同
年
の
開
皇
元
年
（
五
八
一
）
か
ら
開
皇
三
年
（
五
八

三
）
ま
で
、
連
年
、
大
々
的
な
入
寇
を
繰
り
返
し
た
。
文
帝
は
突
厥
に
応
戦
す
る

た
め
、
軍
隊
を
出
動
さ
せ
、
辺
境
地
帯
の
塞
を
修
復
し
、
長
城
を
高
く
築
き
上
げ

て
防
備
を
固
め
、

そ
の
侵
攻
に
備

え
た
（『
隋
書
』

巻
八
四
突
厥
伝
、

『
資
治
通
鑑
』

巻
一
七
五
）。

こ
れ
に
加
え
て
、

文
帝
は
突
厥
へ

の
外
交
政
策
と

し
て
、
長
孫
晟

の
「
遠
交
近

攻
」
策
を
実
行

し
た
。
尚
、
こ

の
「
遠
交
近

攻
」
策
は
、
通

常
の
国
家
対
国

家
と
は
異
な
り
、

【
図
3
】【
表
1
】

に
示
す
よ
う
に

突
厥
と
い
う
遊

牧
国
家
内
の
諸

勢
力
（
諸
可

汗
）
に
対
す
る
、

い
わ
ば
「
小
外

※ 白矢印は隋から使者派遣等の交渉が行われた事を示す。斜線の人物
は隋が離間策を仕掛けた相手。

【図 3 】開皇元（581）～開皇 3 （583）、突厥に対する文帝の 
　「遠交近攻」策　　　　　　　　　　　　　　　

【表 1 】開皇元（581）～開皇 3 （583）、突厥に対する隋の「遠交近攻」策

名前 出自・経歴・勢力圏
［突厥伝］

長孫晟の人物評・分析
［長孫晟伝］

隋による懐柔と可汗達の対応
［突厥伝、通鑑175］

達頭可汗・
玷厥

室点蜜可汗（伊利可汗の
弟）の子。沙鉢略可汗の従
父。西面可汗

達頭可汗は沙鉢略可汗よりも兵
力が強大だが、地位が低いため、
沙鉢略に対して反感を抱く。そ
れゆえ、達頭を扇動すれば、沙
鉢略に攻めかかるであろう

開皇元（581）文帝は、達頭可汗に狼頭纛を授
け、達頭の使者を沙鉢略可汗の使者より上座に
置き優遇。このため達頭は沙鉢略が隋に入寇時、
当初は従うものの、沙鉢略が更なる南下を試み
ると、これに従わず撤退

阿波可汗・
大邏便

3代目大可汗木杆可汗の子。
佗鉢可汗（ 4代目大可汗）
から次期可汗に指名された
が、生母の身分が低いため
大可汗になれず、不満を抱
く。北牙（沙鉢略可汗の牙
庭の北）が勢力圏

阿波可汗は日和見主義者である
が、沙鉢略可汗を恐れるあまり、
その支配を受けているに過ぎな
い

開皇 3（583）阿波可汗は秦州總管の竇榮定に
敗北後、長孫晟の忠告を聞き使者を入朝させ隋
と通好。沙鉢略可汗も衛王爽に大敗したため、
阿波が隋と通好し撤退した事に怒り、阿波の領
地を襲撃し母親を殺害。阿波は達頭可汗のもと
に亡命し、達頭の軍を率い沙鉢略を攻撃。これ
が突厥の東西分裂となる

処羅侯

沙鉢略可汗の弟。突利設
（あるいは東面可汗）で、突
厥の東方にて奚・霫・契丹
等を統べる

処羅侯は姦計の多い人物だが、
沙鉢略可汗より勢力が弱い。人
心を掌握し国人から愛されるが、
可汗に疎まれる。可汗の前では
取り繕ろっているが、内心では
可汗への疑念と恐怖を抱く

開皇元（581）文帝は長孫晟を処羅侯のもとに派
遣し、隋に帰順するよう勧誘

※［　］内は典拠となる史料。史料の略号：長孫晟伝＝『隋書』巻51長孫晟伝、突厥伝＝『隋書』巻84突厥伝、通鑑＝『資治通鑑』
※護雅夫「突厥第一帝国における qaγan 号の研究」（『古代トルコ民族史研究』Ⅰ、山川出版社、1967年）も参照した。
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交
」
と
で
も
言
う
べ
き
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
策
を
立
案
し
た
長
孫
晟
は
、
前
述
の
通
り
鮮
卑
系
の
人
物
で
、
北
周
の
大

象
二
年
（
五
八
〇
）、
千
金
公
主
（
趙
王
の
娘
）
の
降
嫁
に
随
行
し
突
厥
の
東
面

可
汗
摂
図
（
後
の
六
代
目
大
可
汗
沙
鉢
略
）
の
も
と
に
赴
き
突
厥
に
滞
在
し
た
。

こ
の
た
め
突
厥
の
国
情
や
地
理
等
に
通
暁
し
、
複
数
の
可
汗
が
分
立
す
る
突
厥
の

攻
略
方
法
を
練
り
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
（『
隋
書
』
巻
五
一
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通

鑑
』
巻
一
七
五
）。

こ
こ
で
、
ま
ず
簡
単
に
突
厥
の
国
内
情
勢
と
継
承
方
法
を
見
て
お
く
。
突
厥
で

は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ウ
チ
ュ
ケ
ン
山
に
牙
庭
を
構
え
る
大
可
汗
が
君
主
に
相
当

し
た
が
、
そ
の
他
に
も
西
面
可
汗
（
突
厥
の
西
方
領
・
中
央
ア
ジ
ア
を
総
べ
る
）

や
東
面
可
汗
（
突
厥
の
東
方
領
を
支
配
し
奚
・
霫
等
を
総
べ
る
）
を
初
め
と
す
る

複
数
の
小
可
汗
が
各
地
に
分
立
し
て
い
た
。
小
可
汗
は
所
領
や
兵
力
を
保
有
し
、

独
自
に
中
華
王
朝
と
外
交
交
渉
を
行
う
権
限
も
有
し
た
）
7
（

。
ま
た
、
大
可
汗
の
位
は

概
し
て
父
子
相
続
で
は
な
く
、
兄
弟
で
可
汗
位
を
継
承
す
る
か
、
一
族
の
集
会
で

次
期
可
汗
が
推
戴
さ
れ
た
た
め
、
可
汗
位
の
継
承
が
紛
糾
す
る
事
も
あ
っ
た
。
可

汗
の
分
立
状
況
や
不
安
定
な
可
汗
位
の
継
承
は
、【
系
図
】
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

隋
の
建
国
当
時
、
突
厥
で
は
長
老
格
の
沙
鉢
略
可
汗
（
摂
図
）
が
六
代
目
の
大

可
汗
に
推
戴
さ
れ
た
が
、
即
位
の
際
に
混
乱
が
あ
っ
た
た
め
）
8
（

、
従
弟
の
阿
波
可
汗

（
三
代
目
の
大
可
汗
・
木
杆
可
汗
の
子
）
が
不
満
を
抱
い
て
お
り
（『
隋
書
』
突
厥

伝
）、
内
紛
の
火
種
と
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
長
孫
晟
は
、
じ
か
に
突
厥
の
内
情
を
見
聞
し
た
経
験

を
生
か
し
、
突
厥
攻
略
の
た
め
の
「
遠
交
近
攻
」
策
を
提
議
し
た
。『
隋
書
』
長

孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
よ
り
、
そ
の
該
当
箇
所
を
要
約
す
る
と
以
下

の
如
く
で
あ
る
。

・
突
厥
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ウ
チ
ュ
ケ
ン
山
の
牙
庭
に
い
る
「
大
可
汗
の

沙
鉢
略
可
汗
」、
中
央
ア
ジ
ア
を
支
配
す
る
西
面
可
汗
の
「
達
頭
可
汗
）
9
（

」、
ウ

チ
ュ
ケ
ン
山
の
北
方
に
い
る
「
阿
波
可
汗
）
10
（

」、
奚
・
霫
等
の
東
方
諸
族
を
総

べ
る
「
処
羅
侯
）
11
（

」（
沙
鉢
略
可
汗
の
弟
）
の
四
人
の
可
汗
が
お
り
、
各
々
が

強
兵
を
統
率
し
四
方
に
分
立
し
て
い
る
）
12
（

（
系
図
参
照
）。
可
汗
達
は
互
い
に

猜
疑
心
を
抱
い
て
い
る
た
め
、
突
厥
を
力
攻
め
で
征
伐
す
る
事
は
困
難
で
あ

る
が
、
可
汗
達
を
離
間
で
き
れ
ば
容
易
に
征
圧
で
き
よ
う
。

・
突
厥
に
対
し
て
「
遠
交
近
攻
」
策
を
実
施
し
、
強
い
も
の
を
引
き
離
し
、
弱

い
者
同
士
を
連
合
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
具
体
的
に
は
、
達
頭
可
汗
に
使
者
を
派

遣
し
て
通
好
し
、
阿
波
可
汗
に
連
合
を
説
く
。
そ
う
す
れ
ば
、
沙
鉢
略
可
汗

は
自
国
の
右
地
（
西
方
領
土
）
の
防
衛
に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
）
13
（

。

文
帝
は
、
突
厥
へ
の
対
抗
策
と
し
て
長
孫
晟
の
「
遠
交
近
攻
」
策
を
採
用
す
る

と
、
開
皇
元
年
（
五
八
一
）〜
開
皇
三
年
（
五
八
三
）、
達
頭
可
汗
、
処
羅
侯
、
染

干
（
処
羅
侯
の
子
）、
阿
波
可
汗
に
各
々
遣
使
し
、
そ
の
懐
柔
を
図
っ
た
。
諸
可

汗
へ
の
懐
柔
策
と
そ
の
成
果
を
『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、

太
建
十
三
年
〔
五
八
一
＝
開
皇
元
〕
条
、
巻
一
七
五
、
至
徳
元
年
〔
五
八
三
＝
開

皇
三
〕
条
か
ら
抜
粋
し
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

・
開
皇
元
年
（
五
八
一
）、
文
帝
は
達
頭
可
汗
の
も
と
に
太
僕
の
元
暉
を
派
遣

し
、
可
汗
の
象
徴
で
あ
る
狼
頭
纛
（
狼
頭
の
旗
印
）
を
授
け
、
達
頭
可
汗
の

使
者
が
来
朝
す
る
と
沙
鉢
略
可
汗
の
使
者
よ
り
も
上
座
に
置
い
て
優
遇
し
た
）
14
（

（
第
四
章
で
詳
述
）。

・
開
皇
元
年
（
五
八
一
）、
文
帝
は
処
羅
侯
の
も
と
に
長
孫
晟
を
派
遣
し
、
隋

に
帰
順
す
る
よ
う
誘
っ
た
）
15
（

。
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・
開
皇
二
年
（
五
八
二
）、
長
孫
晟
は
染
干
（
鉄
勒
を
統
轄
）
16
（

）
を
説
得
し
、
沙

鉢
略
可
汗
に
対
し
て
偽
り
の
報
告
を
さ
せ
、「
鉄
勒
諸
部
が
反
乱
を
起
こ
し
、

牙
帳
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
言
わ
せ
た
。

・
開
皇
三
年
（
五
八
三
）、
阿
波
可
汗
が
高
越
原
（
甘
粛
省
）
に
お
い
て
秦
州

總
管
・
竇
榮
定
が
率
い
る
九
總
管
の
步
騎
三
万
と
交
戦
し
、
し
ば
し
ば
敗
北

し
た
た
め
、
長
孫
晟
は
阿
波
可
汗
に
遣
使
し
、
敗
北
の
責
任
を
負
わ
さ
れ
て

沙
鉢
略
可
汗
か
ら
処
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
、
達
頭
可
汗
は
既
に
隋
と
和
睦

し
沙
鉢
略
も
制
御
で
き
な
い
事
、
阿
波
可
汗
も
達
頭
可
汗
と
連
繋
す
べ
き
事

な
ど
を
進
言
し
た
（
詳
し
く
は
後
述
）。

諸
可
汗
の
対
立
と
い
う
遊
牧
国
家
の
弱
点
を
背
景
に
、
こ
の
「
遠
交
近
攻
」
策

は
即
効
性
を
も
っ
て
有
効
に
作
用
し
、
可
汗
達
の
間
に
楔
を
打
ち
込
み
、
内
紛
を

助
長
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
突
厥
に
対
す
る
隋
の
「
遠
交
近
攻
」
策
の
詳
細
（
可

汗
達
の
出
自
・
経
歴
、
長
孫
晟
の
分
析
、
可
汗
達
の
対
応
等
）
に
つ
い
て
は
【
表

1
】
の
ま
と
め
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
一
連
の
長
孫
晟
の
離
間
策
の
具
体
的
な
経
緯
を
、
後
の
章
で
の
考
察
と
も

関
連
す
る
た
め
、
少
し
詳
述
し
て
お
く
。

開
皇
二
年
（
五
八
二
）、
沙
鉢
略
可
汗
が
、
四
人
の
可
汗
（
達
頭
可
汗
、
阿
波

可
汗
、
貪
汗
可
汗
、
第
二
可
汗
）
を
率
い
、
四
十
万
の
大
軍
を
統
率
し
て
大
々
的

に
長
城
を
襲
撃
し
、
周
槃
（
甘
粛
省
）
で
達
奚
長
儒
、
乙
弗
泊
（
甘
粛
省
）
で
馮

昱
、
幽
州
（
河
北
省
）
で
李
崇
を
各
々
撃
破
す
る
な
ど
の
大
き
な
戦
果
を
得
た
が
、

戦
勝
の
余
勢
を
駆
っ
て
更
な
る
南
下
を
試
み
る
と
、
達
頭
可
汗
が
こ
れ
に
従
わ
ず
、

撤
退
し
た
）
17
（

。
そ
の
後
、
長
孫
晟
に
入
れ
知
恵
さ
れ
た
染
干
が
、
沙
鉢
略
可
汗
に
対

し
、「
鉄
勒
が
叛
き
、
牙
帳
の
襲
撃
を
画
策
し
て
い
る
」
と
偽
り
の
報
告
を
行
っ

た
た
め
、
沙
鉢
略
可
汗
は
恐
れ
、
撤
兵
し
た
）
18
（

。

ま
た
、
開
皇
三
年
（
五
八
三
）、
沙
鉢
略
可
汗
と
阿
波
可
汗
が
各
々
隋
に
侵
攻

し
た
。
だ
が
、
沙
鉢
略
可
汗
は
衛
王
爽
と
白
道
（
長
城
北
）
で
戦
い
、
大
敗
し
た
。

阿
波
可
汗
も
、
高
越
原
（
甘
粛
省
）
で
秦
州
總
管
の
竇
榮
定
が
率
い
る
九
總
管
の

步
騎
三
万
と
交
戦
し
、
し
ば
し
ば
敗
北
し
た
（『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、
至
徳

元
年
〔
五
八
三
＝
開
皇
三
〕
条
）。

そ
こ
で
、
長
孫
晟
は
阿
波
可
汗
に
離
間
策
を
仕
掛
け
、
阿
波
可
汗
に
遣
使
す
る

と
、
敗
北
の
責
務
を
負
わ
さ
れ
沙
鉢
略
か
ら
処
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
、
達
頭
可

汗
は
隋
と
和
睦
し
沙
鉢
略
も
制
御
で
き
な
い
事
、
阿
波
可
汗
も
達
頭
と
連
繋
す
べ

き
事
な
ど
を
提
言
し
た
。
阿
波
可
汗
は
長
孫
晟
の
進
言
に
従
い
、
使
者
を
入
朝
さ

せ
隋
と
通
好
し
た
。
沙
鉢
略
は
衛
王
爽
に
大
敗
し
た
直
後
で
あ
っ
た
た
め
、
阿
波

可
汗
が
二
心
を
抱
き
隋
と
通
好
し
た
事
を
知
っ
て
怒
り
、
阿
波
可
汗
の
領
地
を
襲

撃
し
母
親
を
殺
害
し
た
。
阿
波
可
汗
は
帰
る
と
こ
ろ
を
失
い
、
達
頭
可
汗
の
も
と

に
亡
命
し
た
。
達
頭
は
沙
鉢
略
の
暴
挙
に
怒
り
、
阿
波
可
汗
に
軍
を
統
率
さ
せ
て

沙
鉢
略
を
攻
撃
さ
せ
、
し
ば
し
ば
沙
鉢
略
を
打
ち
破
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
沙
鉢

略
が
、
阿
波
可
汗
と
親
し
い
貪
汗
可
汗
も
襲
撃
し
た
た
め
、
貪
汗
可
汗
も
達
頭
可

汗
の
も
と
に
亡
命
し
た
。
沙
鉢
略
は
、
従
兄
の
地
勤
察
と
も
反
目
し
た
た
め
、
地

勤
察
も
阿
波
可
汗
に
帰
順
し
た
（『
隋
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、

至
徳
元
年
〔
五
八
三
＝
開
皇
三
〕
条
）。

こ
う
し
て
突
厥
国
内
が
分
裂
し
た
た
め
沙
鉢
略
可
汗
は
孤
立
し
、
開
皇
四
年

（
五
八
四
）、
隋
に
遣
使
し
た
。
沙
鉢
略
可
汗
の
妻
で
、
北
周
宗
室
出
身
の
千
金
公

主
も
、
当
初
は
隋
へ
の
復
讐
の
た
め
可
汗
に
入
寇
を
唆
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
至

り
文
帝
に
請
願
し
て
養
女
と
な
り
、
大
義
公
主
に
改
封
さ
れ
た
。
そ
こ
で
文
帝
は
、

沙
鉢
略
可
汗
と
舅
婿
関
係
を
結
び
、
和
親
し
た
）
19
（

。
沙
鉢
略
可
汗
は
、
開
皇
五
年

（
五
八
五
）
七
月
、
文
帝
に
対
し
臣
を
称
し
た
（『
隋
書
』
巻
一
高
祖
紀
、
突
厥
伝
、
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『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
六
、
年
表
）。

こ
の
よ
う
に
、
文
帝
が
「
遠
交
近
攻
」
策
に
よ
っ
て
達
頭
可
汗
や
阿
波
可
汗
を

懐
柔
し
た
結
果
、
大
可
汗
（
沙
鉢
略
）
の
求
心
力
が
失
わ
れ
、
隋
は
、
突
厥
の
猛

撃
を
凌
い
だ
の
み
な
ら
ず
、
沙
鉢
略
可
汗
を
臣
従
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
な
お
、
阿

波
可
汗
の
西
走
を
も
っ
て
、
東
西
突
厥
の
分
裂
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
沙
鉢
略
可
汗
が
、
西
か
ら
達
頭
可
汗
、
東
か
ら
契
丹
に
各
々
圧
迫
さ

れ
窮
す
る
と
、
文
帝
は
、
今
度
は
沙
鉢
略
を
後
押
し
し
た
。
開
皇
五
年
（
五
八

五
）、
沙
鉢
略
が
文
帝
に
対
し
漠
南
へ
の
移
住
を
懇
願
す
る
と
、
文
帝
は
こ
れ
を

許
可
し
、
派
兵
し
て
援
助
し
衣
食
も
供
給
し
た
。
隋
の
支
援
も
得
た
沙
鉢
略
は
、

征
西
し
阿
波
可
汗
を
撃
破
し
た
。
こ
の
と
き
隋
も
阿
抜
国
を
撃
破
し
、
戦
利
品
を

全
て
沙
鉢
略
に
授
け
た
（『
隋
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
六
、
至
徳
三

年
〔
五
八
五
＝
開
皇
五
〕
条
）。

開
皇
七
年
（
五
八
七
）、
沙
鉢
略
可
汗
が
死
去
す
る
と
、
沙
鉢
略
の
弟
処
羅
侯

と
、
沙
鉢
略
の
息
子
雍
虞
閭
が
、
互
い
に
可
汗
位
を
譲
り
合
っ
た
末
、
処
羅
侯
が

即
位
し
た
。
文
帝
は
、
長
孫
晟
に
符
節
を
持
た
せ
て
突
厥
に
派
遣
し
、
処
羅
侯
を

莫
何
可
汗
に
冊
立
）
20
（

し
、
鼓
吹
幡
旗
（
太
鼓
、
笛
、
の
ぼ
り
、
旗
）
を
賜
わ
っ
た
。

策
略
に
長
け
る
莫
何
可
汗
は
、
開
皇
七
年
（
五
八
七
）、
文
帝
に
授
か
っ
た
旗
と

鼓
を
持
っ
て
阿
波
可
汗
を
攻
撃
し
た
。
す
る
と
阿
波
可
汗
の
兵
士
は
旗
と
鼓
を
見

て
隋
の
援
軍
も
到
来
し
た
と
勘
違
い
し
、
莫
何
可
汗
に
降
伏
し
た
た
め
、
阿
波
可

汗
は
捕
縛
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
莫
何
可
汗
は
、
捕
ら
え
た
阿
波
可
汗
を
殺
害
す
る

か
否
か
の
判
断
を
文
帝
に
求
め
、
文
帝
も
阿
波
可
汗
を
殺
さ
ぬ
よ
う
指
示
し
て
お

り
、
隋
の
威
令
が
突
厥
に
行
き
届
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、

突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
六
、
禎
明
元
年
〔
開
皇
七
＝
五
八
七
〕
条
）。

以
上
の
よ
う
に
、
文
帝
は
開
皇
三
年
（
五
八
三
）、「
遠
交
近
攻
」
策
を
用
い
突

厥
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
た
が
、
沙
鉢
略
可
汗
の
勢
力
が
弱
ま
る
と
、
今
度
は
沙
鉢

略
を
支
援
し
阿
波
可
汗
に
対
抗
さ
せ
た
。
莫
何
可
汗
も
隋
の
冊
立
を
受
け
、
開
皇

七
年
（
五
八
七
）、
隋
の
旗
を
掲
げ
て
阿
波
可
汗
を
攻
め
、
捕
縛
し
た
。
文
帝
は

南
に
陳
が
控
え
て
い
た
た
め
、
外
交
に
よ
り
効
率
よ
く
突
厥
の
内
紛
を
煽
り
、
北

の
脅
威
を
削
い
だ
後
、
開
皇
九
年
（
五
八
九
）、
陳
を
滅
ぼ
し
中
華
統
一
の
大
業

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
（
年
表
参
照
）。

第
三
章　

中
華
統
一
後
、
東
突
厥
及
び
西
突
厥
へ
の
隋
の
離

間
策

本
章
で
は
、
中
華
を
統
一
し
た
後
の
隋
に
よ
る
、
東
突
厥
、
及
び
西
突
厥
へ
の

離
間
策
に
注
目
す
る
。
文
帝
は
、
中
華
を
再
統
一
し
た
（
五
八
九
年
）
後
、
突
厥

の
完
全
制
圧
を
目
指
し
、
開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）、
弱
小
勢
力
の
染
干
（
莫
何

可
汗
処
羅
侯
の
息
子
で
、
突
利
可
汗
と
も
称
し
た
）
を
支
援
し
て
突
厥
に
離
間
策

を
仕
掛
け
、
大
可
汗
の
都
藍
可
汗
、
西
面
可
汗
の
達
頭
可
汗
を
順
次
排
除
し
、
親

隋
の
啓
民
可
汗
（
染
干
）
を
東
突
厥
の
大
可
汗
と
し
て
推
戴
す
る
。
次
代
の
煬
帝

も
、
文
帝
の
外
交
政
策
を
継
承
し
、
大
業
七
年
（
六
一
一
）
頃
、
西
突
厥
の
可
汗

達
の
対
立
を
煽
り
、
巧
妙
に
攻
略
を
進
め
て
い
っ
た
。
文
帝
と
煬
帝
は
、
各
々
離

間
策
を
巧
み
に
用
い
て
東
突
厥
と
西
突
厥
を
脆
弱
化
さ
せ
、
帰
順
さ
せ
て
い
く
が
、

煬
帝
が
三
度
の
高
句
麗
遠
征
（
六
一
二
年
〜
六
一
四
年
）
に
失
敗
す
る
と
、
東
突

厥
が
隋
の
軛
を
逃
れ
強
大
化
し
た
た
め
、
煬
帝
は
大
業
十
一
年
（
六
一
五
）
頃
、

突
厥
に
対
し
て
離
間
策
を
試
み
る
。

そ
こ
で
、
第
一
節
で
文
帝
に
よ
る
東
突
厥
内
の
離
間
策
、
第
二
節
で
煬
帝
に
よ

る
西
突
厥
内
の
離
間
策
、
そ
し
て
第
三
節
で
、
煬
帝
が
三
度
の
高
句
麗
遠
征
に
失

敗
後
に
東
突
厥
に
対
し
て
行
っ
た
離
間
政
策
に
つ
い
て
着
目
し
、『
隋
書
』『
資
治
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通
鑑
』
等
を
詳
細
に
調
べ
、
ま
と
め
た
。

（
一
）
文
帝
に
よ
る
突
厥
へ
の
離
間
策
（
開
皇
十
七
年
～
仁
寿
三
年
）

隋
が
陳
を
攻
め
滅
ぼ
し
て
中
華
を
再
統
一
す
る
と
、
百
済
は
隋
に
朝
貢
し
て
陳

平
定
を
祝
賀
し
（『
隋
書
』
巻
八
一
百
済
伝
）、
高
句
麗
の
王
高
湯
（
平
原
王
）
は

隋
を
恐
れ
て
防
御
体
制
を
整
え
（『
隋
書
』
巻
八
一
高
麗
伝
）、
吐
谷
渾
の
可
汗
・

呂
夸
も
隋
を
恐
れ
、
険
要
の
地
に
逃
亡
し
た
（『
隋
書
』
巻
八
三
吐
谷
渾
伝
）。
こ

の
よ
う
に
陳
の
滅
亡
後
、
周
辺
諸
国
は
隋
へ
の
警
戒
を
強
め
た
。
東
突
厥
で
も
、

大
義
公
主
が
陳
の
滅
亡
に
故
国
北
周
の
滅
亡
を
重
ね
て
歎
き
、
西
突
厥
の
泥
利
可

汗
と
通
好
す
る
な
ど
不
穏
な
動
き
を
始
め
た
た
め
、
文
帝
は
公
主
に
対
す
る
不
信

感
を
強
め
た
（『
隋
書
』
突
厥
伝
）。

当
時
の
突
厥
に
は
、
漠
北
に
大
可
汗
の
都
藍
可
汗
（
沙
鉢
略
可
汗
の
子
）、
西

方
に
達
頭
可
汗
、
北
方
に
染
干
（
莫
何
可
汗
の
子
）
が
い
た
（
系
図
、
図
2
）。

染
干
は
最
も
勢
力
が
弱
か
っ
た
た
め
、
文
帝
に
通
婚
を
請
願
し
た
。
文
帝
は
大
義

公
主
の
排
斥
を
画
策
し
て
い
た
た
め
、
染
干
に
対
し
、
公
主
の
謀
殺
を
通
婚
の
条

件
と
し
て
提
示
し
た
。
染
干
は
そ
こ
で
都
藍
可
汗
に
公
主
を
讒
言
し
、
怒
っ
た
可

汗
は
大
義
公
主
を
殺
害
し
た
。
文
帝
は
染
干
を
突
厥
離
間
の
た
め
の
駒
と
な
し
、

開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）、
安
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
都
藍
可
汗
に
対
抗
さ
せ
た
。

都
藍
可
汗
は
隋
か
ら
軽
視
さ
れ
た
た
め
激
怒
し
、
達
頭
可
汗
と
連
合
し
て
染
干
を

攻
撃
し
、
染
干
の
兄
弟
や
子
供
を
殺
害
し
た
。
こ
の
た
め
染
干
は
開
皇
十
九
年

（
五
九
九
）、
隋
に
内
附
し
た
。
文
帝
は
染
干
を
意
利
珍
豆
啓
民
可
汗
に
冊
立
し
、

安
義
公
主
が
死
去
し
て
い
た
た
め
義
成
公
主
を
改
め
て
降
嫁
さ
せ
、
染
干
を
支
援

し
た
）
21
（

（『
隋
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
八
）。
そ
の
後
、
文
帝
が
大
規

模
な
軍
勢
を
出
動
さ
せ
て
都
藍
可
汗
の
討
伐
を
試
み
る
と
、
都
藍
は
部
下
に
殺
害

さ
れ
た
。
次
い
で
漠
北
に
入
っ
た
達
頭
可
汗
も
、
隋
と
の
交
戦
を
継
続
す
る
も
の

の
、
仁
寿
三
年
（
六
〇
三
）、
長
孫
晟
の
教
唆
を
受
け
た
鉄
勒
、
僕
骨
等
の
十
餘

部
が
叛
い
て
啓
民
可
汗
（
染
干
）
に
帰
順
し
た
た
め
大
敗
し
、
吐
谷
渾
に
逃
亡
し

た
。
啓
民
可
汗
は
達
頭
可
汗
の
部
衆
を
尽
く
掌
握
し
、
鉄
勒
、
奚
、
霫
な
ど
の
諸

族
も
勢
力
下
に
収
め
、
毎
年
朝
貢
し
隋
に
忠
義
を
尽
く
し
た
（『
隋
書
』
長
孫
晟

伝
、
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
九
）。

啓
民
可
汗
が
帰
順
す
る
と
、
次
代
の
煬
帝
は
、
次
章
で
詳
細
に
見
る
よ
う
に
啓

民
可
汗
に
契
丹
討
伐
を
行
わ
せ
る
な
ど
、「
以
夷
制
夷
」
策
に
よ
っ
て
効
率
的
に

周
辺
諸
国
の
征
圧
を
試
み
た
。

な
お
、
文
帝
が
染
干
に
安
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
突
厥
へ
の
離
間
を
開
始
し
た

開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）
の
前
後
、
文
帝
は
吐
谷
渾
と
高
句
麗
に
対
し
て
も
行
動

を
起
こ
し
て
い
る
。
即
ち
、
開
皇
十
六
年
（
五
九
六
）、
吐
谷
渾
の
世
伏
に
光
化

公
主
を
嫁
が
せ
、
和
親
し
た
。
ま
た
、
高
句
麗
が
靺
鞨
を
率
い
て
遼
西
を
攻
撃
し

た
た
め
、
開
皇
十
八
年
（
五
九
八
）、
文
帝
は
水
陸
三
十
万
の
軍
勢
を
派
遣
し
高

句
麗
を
征
伐
し
た
。
こ
の
遠
征
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
が
、
高
句
麗
が
謝
罪
し
た
た

め
文
帝
は
こ
れ
を
許
し
、
高
句
麗
に
深
入
り
す
る
事
な
く
矛
を
収
め
た
。

文
帝
は
、
開
皇
九
年
（
五
八
九
）
に
中
華
の
再
統
一
を
果
た
し
た
た
め
、
開
皇

十
六
年
（
五
九
六
）
頃
か
ら
、
北
方
、
東
方
、
西
方
に
対
す
る
世
界
戦
略
を
展
開

し
、
開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）、
突
厥
に
対
す
る
離
間
策
を
開
始
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
二
）
煬
帝
に
よ
る
西
突
厥
へ
の
離
間
策
（
大
業
六
年
頃
～
大
業
七
年
）

仁
寿
四
年
（
六
〇
四
）、
文
帝
が
崩
御
し
、
煬
帝
が
即
位
し
た
が
、
煬
帝
は
、

治
世
の
初
め
に
は
概
ね
文
帝
の
外
交
政
策
を
継
承
し
た
。
文
帝
が
中
華
の
再
統
一

を
完
遂
し
、
北
方
の
大
き
な
脅
威
で
あ
っ
た
東
突
厥
も
掌
握
し
て
政
治
的
な
安
定

を
得
た
た
め
、
煬
帝
は
、
経
済
的
な
利
益
を
求
め
、
大
き
な
利
潤
を
も
た
ら
す
東
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西
交
易
路
と
西
域
諸
国
に
目
を
向
け
た
。
し
か
し
、
西
方
で
は
西
突
厥
と
吐
谷
渾

が
東
西
交
易
路
を
掌
握
し
て
い
た
た
め
、
煬
帝
は
、
西
突
厥
、
及
び
吐
谷
渾
の
攻

略
を
次
な
る
目
標
に
掲
げ
た
。

大
業
四
年
（
六
〇
八
）
頃
、
煬
帝
は
、
西
突
厥
の
泥
撅
処
羅
可
汗
）
22
（

（
木
杆
可
汗

の
曾
孫
、
系
図
参
照
）
に
対
し
会
見
を
求
め
た
。
し
か
し
、
泥
撅
処
羅
可
汗
は
国

人
の
反
対
を
受
け
た
た
め
、
煬
帝
と
の
会
見
を
拒
否
し
た
。

大
業
六
年
（
六
一
〇
）
頃
、
西
突
厥
の
一
首
長
射
匱
可
汗
が
、
煬
帝
に
対
し
通

婚
を
請
願
し
た
。
射
匱
可
汗
は
、
か
つ
て
の
西
面
可
汗
、
達
頭
可
汗
の
孫
で
あ
り
、

祖
父
以
来
、
一
門
は
代
々
西
突
厥
に
君
臨
し
て
い
た
が
、
こ
の
頃
に
は
位
を
失
っ

て
一
首
長
に
落
ち
、
泥
撅
処
羅
可
汗
に
服
従
し
て
い
た
（『
隋
書
』
巻
八
四
西
突

厥
伝
、
系
図
）。
射
匱
可
汗
は
、
勢
力
を
取
り
戻
す
た
め
、
隋
か
ら
の
権
威
付
け

を
欲
し
、
煬
帝
と
の
通
婚
を
希
望
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
と
き
黄
門
侍
郎
の
裴
矩
は
、
煬
帝
に
向
か
っ
て
、
射
匱
可
汗
を
優
遇
し
泥

撅
処
羅
可
汗
に
対
抗
さ
せ
、
西
突
厥
を
分
裂
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
進
言
し
た
。

煬
帝
は
裴
矩
の
進
言
を
容
れ
、
射
匱
可
汗
に
対
し
、「
お
ま
え
を
大
可
汗
に
立
て

る
ゆ
え
、
出
兵
し
て
泥
撅
処
羅
可
汗
を
殺
せ
。
さ
す
れ
ば
通
婚
を
許
可
し
よ
う
」

と
返
答
し
た
。
す
る
と
射
匱
可
汗
は
奮
い
立
ち
、
煬
帝
の
命
令
に
従
っ
て
泥
撅
処

羅
可
汗
を
襲
撃
し
、
大
い
に
打
ち
破
っ
た
（『
隋
書
』
西
突
厥
伝
）。
こ
う
し
て
、

弱
小
の
射
匱
可
汗
を
扇
動
し
泥
撅
処
羅
可
汗
を
攻
撃
さ
せ
て
、
西
突
厥
を
分
裂
さ

せ
る
と
い
う
煬
帝
の
外
交
戦
略
は
成
功
を
収
め
た
。

な
お
、
大
敗
し
た
泥
撅
処
羅
可
汗
は
、
大
業
七
年
（
六
一
一
）、
数
千
の
騎
兵

だ
け
を
率
い
て
東
に
逃
走
し
、
隋
に
亡
命
し
た
。
す
る
と
煬
帝
は
、
射
匱
可
汗
で

は
な
く
、
泥
撅
処
羅
可
汗
を
支
援
し
、
西
突
厥
の
可
汗
に
擁
立
し
よ
う
と
試
み
る
。

煬
帝
は
泥
撅
処
羅
可
汗
を
庇
護
す
る
と
、
信
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
可
汗
の
た
め

に
旧
領
の
奪
還
も
計
画
し
た
（『
隋
書
』
西
突
厥
伝
）。
し
か
し
、
煬
帝
に
よ
る
泥

撅
処
羅
可
汗
の
擁
立
計
画
は
、
そ
の
後
、
三
度
の
高
句
麗
遠
征
が
失
敗
し
た
事
や

煬
帝
自
身
の
死
去
な
ど
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

（
三
）
三
度
の
高
句
麗
遠
征
失
敗
後
の
煬
帝
の
東
突
厥
に
対
す
る
離
間
策	

（
大
業
十
一
年
）

煬
帝
が
、
大
業
八
年
（
六
一
二
）
〜
大
業
十
年
（
六
一
四
）、
三
次
に
亘
る
高

句
麗
遠
征
に
失
敗
す
る
と
、
東
突
厥
の
始
畢
可
汗
（
啓
民
可
汗
の
子
）
の
勢
い
が

盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
裴
矩
は
煬
帝
に
向
か
っ
て
、「
始
畢
可
汗
の
弟
の
叱
吉

設
に
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
南
面
可
汗
と
な
し
、
突
厥
の
勢
力
を
分
裂
さ
せ
る
と
よ

い
」
と
進
言
し
、
叱
吉
設
に
対
し
て
公
主
の
降
嫁
と
南
面
可
汗
へ
の
冊
立
を
提
案

し
た
。
し
か
し
、
叱
吉
設
は
隋
の
申
し
出
を
断
っ
た
。
こ
の
た
め
、
突
厥
に
対
す

る
隋
の
離
間
策
は
失
敗
し
た
。
だ
が
、
始
畢
可
汗
は
、
隋
が
離
間
策
を
仕
掛
け
た

事
を
知
り
、
隋
を
怨
む
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
と
き
裴
矩
が
、
始
畢
可
汗
の
寵
愛
す
る
謀
臣
・
史
蜀
胡
悉
を
、
互

市
と
偽
っ
て
馬
邑
（
山
西
省
）
に
誘
き
出
し
て
殺
害
し
た
た
め
、
始
畢
可
汗
は
遂

に
朝
貢
を
停
止
し
、
大
業
十
一
年
（
六
一
五
）、
自
ら
数
十
万
の
騎
兵
を
率
い
て
、

北
巡
中
の
煬
帝
を
雁
門
（
山
西
省
）
で
包
囲
し
た
）
23
（

（『
隋
書
』
巻
六
七
裴
矩
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
二
）。

突
厥
へ
の
離
間
策
は
、「
遠
交
近
攻
」
策
な
ど
文
帝
時
代
の
突
厥
攻
略
で
あ
る

が
、
今
回
は
そ
れ
が
突
厥
に
通
用
し
な
か
っ
た
。
突
厥
は
、
三
度
も
高
句
麗
遠
征

に
失
敗
し
た
隋
を
侮
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
叱
吉
設
が
、
公
主
降
嫁
や
冊
立
と
い
っ

た
隋
か
ら
の
権
威
付
け
に
魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
事
、
外
征
失
敗
に
よ
る
北
辺
防

備
体
制
の
弛
緩
に
よ
り
、
始
畢
可
汗
の
雁
門
へ
の
侵
攻
が
容
易
に
な
っ
た
事
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
）
24
（

。
外
交
の
成
功
に
は
力
を
背
景
と
す
る
事
が
、
如
実
に
見
て
取
れ
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史　　　窓

よ
う
。

第
四
章　

隋
の
周
辺
諸
国
家
に
対
す
る
「
以
夷
制
夷
」
の
外

交
政
策

隋
は
、
北
方
の
突
厥
帝
国
を
重
層
的
か
つ
反
復
的
な
離
間
策
な
ど
に
よ
り
弱
ら

せ
、
東
突
厥
を
帰
順
さ
せ
た
後
、
西
方
の
吐
谷
渾
お
よ
び
北
東
の
契
丹
に
勢
力
を

拡
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
東
突
厥
や
鉄
勒
な
ど
臣
従
し
た
国
家
を
利
用
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
隋
は
「
以
夷
制
夷
（
夷
を
以
て
夷
を
制
す
る
）」
と
も
言
え
る

巧
み
な
外
交
政
策
に
よ
っ
て
効
率
的
に
周
辺
諸
国
の
制
覇
や
勢
力
拡
張
を
図
っ
て

い
る
。
隋
の
こ
の
「
以
夷
制
夷
」
は
、
軍
事
面
の
み
な
ら
ず
、
帰
順
し
た
東
突
厥

の
啓
民
可
汗
に
よ
る
周
辺
諸
国
へ
の
説
得
な
ど
の
形
で
、
外
交
面
で
も
見
ら
れ
る
。

本
章
で
は
、
こ
の
隋
の
周
辺
諸
国
家
に
対
す
る
「
以
夷
制
夷
」
の
外
交
政
策
を

中
心
に
、
隋
の
世
界
戦
略
の
外
交
的
展
開
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
一

節
に
お
い
て
、
周
辺
国
（
突
厥
、
鉄
勒
）
の
軍
隊
を
利
用
し
た
隋
に
よ
る
周
辺
国

の
討
伐
、
次
い
で
第
二
節
に
お
い
て
、
武
力
行
使
で
は
な
く
臣
従
し
た
突
厥
可
汗

の
説
得
と
い
う
外
交
的
圧
力
に
よ
っ
て
周
辺
国
に
帰
順
を
促
し
た
こ
と
、
最
後
に

第
三
節
で
、
突
厥
の
諸
可
汗
へ
の
シ
ン
ボ
ル
授
与
に
よ
る
隋
朝
権
威
の
浸
透
を
取

り
上
げ
る
。

（
一
）
臣
従
し
た
国
の
武
力
を
用
い
た
周
辺
国
の
討
伐

煬
帝
は
、
契
丹
を
討
伐
す
る
際
に
東
突
厥
の
啓
民
可
汗
の
加
勢
を
得
、
吐
谷
渾

を
征
伐
す
る
時
に
は
、
先
に
鉄
勒
に
吐
谷
渾
を
攻
撃
さ
せ
、
そ
の
後
、
隋
軍
が
吐

谷
渾
を
攻
め
て
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
本
節
で
は
、『
隋
書
』『
旧
唐

書
』『
資
治
通
鑑
』
か
ら
契
丹
討
伐
と
吐
谷
渾
討
伐
に
関
す
る
記
述
を
ま
と
め
、

隋
に
よ
る
「
以
夷
制
夷
（
夷
を
以
て
夷
を
制
す
る
）」
策
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

る
。【
表
2
】
も
参
照
。

　
（
1
）
大
業
元
年
（
六
〇
五
）、
東
突
厥
の
啓

民
可
汗
の
加
勢
を
得
て
契
丹
を
討
伐

『
旧
唐
書
』
巻
七
五
韋
雲
起
伝
、『
資
治
通

鑑
』
巻
一
八
〇
、
大
業
元
年
条
に
は
、
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

大
業
元
年
（
六
〇
五
）、
契
丹
が
営
州
（
遼

寧
省
）
を
襲
撃
し
た
た
め
、
煬
帝
は
、
隋
の
通

事
謁
者
・
韋
雲
起
に
対
し
、
突
厥
と
連
合
し
て

契
丹
を
討
伐
す
る
よ
う
命
じ
、
啓
民
可
汗
に
騎

兵
二
万
を
率
い
さ
せ
、
韋
雲
起
の
指
揮
下
に
配

属
さ
せ
た
。

契
丹
は
、
か
つ
て
、
突
厥
の
沙
鉢
略
可
汗
に

従
属
し
、
突
厥
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
吐
屯

（
監
察
官
）
に
統
轄
さ
れ
て
い
た
（『
隋
書
』
巻

八
四
契
丹
伝
）。
吐
屯
と
い
う
の
は
、
突
厥
が
、

契
丹
、
室
韋
、
西
域
諸
国
な
ど
の
従
属
国
に
派

遣
し
た
監
察
官
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
諸
族
や
諸

都
市
か
ら
貢
納
を
徴
収
す
る
事
が
任
務
で
あ
っ

た
）
25
（

。
つ
ま
り
、
契
丹
は
、
か
つ
て
突
厥
に
臣
従

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
韋
雲
起
は
、
契
丹
の
国
境
に
入
る

と
、
啓
民
可
汗
に
命
令
し
、
突
厥
は
柳
城
郡

（
遼
寧
省
）
に
向
か
っ
て
い
る
事
、
突
厥
は
高

【表 2 】臣従した国の武力を用いた周辺国の討伐
隋の命令 年代 討伐の詳細 典　拠

突厥の啓民可汗に
契丹討伐を命令　

大業元
（605）

契丹が営州を襲撃・略奪したため、煬帝は韋雲起に対し、啓民可汗
と共に契丹を討伐するよう命令。啓民可汗は 2万の騎兵を率い、韋
雲起と共に契丹を襲撃し男女 4万人を捕虜とした

旧唐書75韋雲起伝、通鑑
180大業元年

鉄勒に吐谷渾討伐
を命令　　　　　

大業 4
（608）

鉄勒が煬帝に謝罪し降伏を願ったため、煬帝は鉄勒に吐谷渾討伐を
命令。鉄勒が吐谷渾を撃破したため、吐谷渾王の伏允は東に逃走し
西平に移動。そこで煬帝は宇文述を派遣し吐谷渾を曼頭城、赤水城
で撃破。その後、 西海・河源・鄯善・且末等の四郡を設置

隋書83吐谷渾伝、通鑑
181大業 4年 7月

※略号：隋書＝『隋書』、旧唐書＝『旧唐書』、通鑑＝『資治通鑑』
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句
麗
と
交
易
す
る
事
を
、
偽
っ
て
契
丹
に
告
げ
さ
せ
た
。
更
に
、
韋
雲
起
は
啓
民

可
汗
に
対
し
、「
突
厥
の
陣
中
に
隋
の
使
節
が
い
る
事
を
契
丹
に
言
っ
て
は
な
ら

な
い
。
も
し
、
こ
の
事
を
漏
ら
せ
ば
、
斬
る
」
と
言
っ
た
。

こ
の
た
め
、
契
丹
は
啓
民
可
汗
の
言
葉
を
信
じ
、
防
備
を
怠
っ
た
。
つ
ま
り
、

契
丹
は
、
突
厥
は
高
句
麗
と
の
交
易
が
目
的
で
こ
の
地
に
到
来
し
た
の
で
あ
り
、

契
丹
を
攻
め
る
意
図
は
な
い
と
判
断
し
て
警
戒
心
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
啓
民
可
汗
が
隋
軍
の
到
来
を
秘
し
た
た
め
、
契
丹
は
、
隋
の
討
伐
軍
が
到

来
し
た
事
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

韋
雲
起
は
、
契
丹
を
欺
く
た
め
一
旦
南
に
向
か
っ
た
が
、
夜
に
な
る
と
引
き
返

し
て
き
て
契
丹
の
陣
地
か
ら
五
十
里
の
場
所
に
宿
衛
し
た
。
そ
し
て
、
夜
が
明
け

る
と
、
韋
雲
起
率
い
る
隋
軍
と
啓
民
可
汗
の
率
い
る
突
厥
軍
は
、
と
も
に
騎
兵
を

馳
せ
て
契
丹
の
陣
地
を
襲
撃
し
、
契
丹
の
男
女
四
万
人
を
捕
縛
し
た
。
韋
雲
起
は
、

契
丹
の
男
を
殺
し
、
女
と
畜
産
の
半
分
を
突
厥
に
褒
賞
と
し
て
授
け
、
そ
の
他
の

戦
利
品
を
収
め
て
隋
に
帰
還
し
た
。
煬
帝
は
大
い
に
喜
び
、
韋
雲
起
を
治
書
御
史

に
抜
擢
し
た
）
26
（

。

こ
の
よ
う
に
、
隋
は
突
厥
の
加
勢
も
得
て
効
率
よ
く
契
丹
を
征
伐
し
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
突
厥
に
契
丹
を
攻
撃
さ
せ
た
事
は
、
突
厥
と
契
丹
の
間
に
楔
を
打
ち

込
み
、
将
来
的
に
は
、
両
者
の
連
繋
を
阻
止
す
る
事
に
も
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
2
）
大
業
四
年
（
六
〇
八
）、
鉄
勒
に
吐
谷
渾
を
討
伐
さ
せ
る

煬
帝
は
、
西
方
の
東
西
交
易
路
や
西
域
諸
国
の
掌
握
を
画
策
し
、
大
業
四
年

（
六
〇
八
）、
東
西
交
通
路
を
扼
す
る
吐
谷
渾
を
攻
略
し
た
。

吐
谷
渾
は
、
南
北
朝
時
代
、
東
西
交
易
路
を
掌
握
し
、
経
済
上
の
利
潤
を
基
盤

に
勢
力
を
拡
張
し
た
が
、
南
朝
の
宋
や
斉
と
連
繋
し
て
北
魏
を
牽
制
し
、
東
魏
と

連
繋
し
西
魏
を
牽
制
す
る
な
ど
、
外
交
上
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
吐
谷
渾
は

隋
の
建
国
当
初
、
涼
州
、
弘
州
、
廓
州
、
臨
洮
（
以
上
甘
粛
省
）
を
襲
撃
し
た
が
、

文
帝
が
中
華
を
再
統
一
す
る
と
、
隋
に
脅
威
を
感
じ
、
文
帝
に
対
し
、
娘
を
後
宮

に
差
し
出
し
た
い
と
請
願
す
る
事
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
文
帝
は
光
化
公
主
を
吐

谷
渾
の
世
伏
に
降
嫁
さ
せ
、
和
親
し
た
。
煬
帝
が
即
位
す
る
と
、
吐
谷
渾
の
伏
允

は
息
子
を
入
朝
さ
せ
、
引
き
続
き
隋
に
対
し
て
誠
意
を
示
し
た
）
27
（

（『
隋
書
』
巻
八

三
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
）。

し
か
し
、
吐
谷
渾
は
、
大
業
初
め
（
六
〇
五
年
頃
）、
涼
州
、
張
掖
（
甘
粛
省
）

な
ど
を
襲
撃
し
た
（『
隋
書
』
巻
三
九
陰
世
師
伝
、
巻
五
一
長
孫
熾
伝
）。
更
に
、

黄
門
侍
郎
の
裴
矩
が
、「
西
域
諸
国
を
掌
握
す
る
た
め
に
は
、
西
域
か
ら
の
朝
貢

路
を
遮
断
す
る
吐
谷
渾
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
」
と
進
言
し
た
事
（『
隋
書
』
裴

矩
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
）
も
あ
っ
て
、
煬
帝
は
吐
谷
渾
の
討
伐
に
着
手

し
た
。

そ
の
際
、
煬
帝
は
、
裴
矩
の
「
以
夷
制
夷
」
の
外
交
戦
略
を
採
用
し
、
隋
の
討

伐
軍
を
派
遣
し
て
吐
谷
渾
を
攻
撃
す
る
前
に
、
恭
順
し
た
ば
か
り
の
鉄
勒
に
対
し
、

吐
谷
渾
討
伐
を
命
じ
た
。

こ
こ
で
、
隋
と
鉄
勒
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
く
。
大
業
三
年
（
六

〇
七
）、
鉄
勒
が
西
方
辺
境
を
襲
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
煬
帝
は
馮
孝
慈
を
敦

煌
か
ら
出
撃
さ
せ
、
鉄
勒
に
応
戦
さ
せ
た
が
、
馮
孝
慈
は
敗
北
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
後
、
鉄
勒
が
遣
使
し
て
煬
帝
に
謝
罪
し
、
降
伏
を
請
願
し
た
た
め
、
煬
帝
は

裴
矩
を
派
遣
し
て
鉄
勒
を
慰
撫
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
、
裴
矩
は
鉄
勒
に
対
し
、

「
吐
谷
渾
を
攻
撃
し
て
、
隋
へ
の
誠
を
尽
く
す
よ
う
に
」
と
、
命
令
し
た
の
で

あ
っ
た
。
鉄
勒
は
、
隋
の
命
令
に
即
応
し
、
大
業
四
年
（
六
〇
八
）、
吐
谷
渾
を

襲
撃
し
大
い
に
打
ち
破
っ
た
。
吐
谷
渾
の
伏
允
は
東
に
逃
走
し
、
西
平
（
鄯
州
）

の
国
境
地
帯
を
保
持
し
た
）
28
（

。
煬
帝
は
、
こ
れ
を
好
機
と
見
て
宇
文
述
を
派
遣
し
、
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吐
谷
渾
の
伏
允
を
曼
頭
城
、
赤
水
城
で
攻
撃
し
た
。
伏
允
が
党
項
に
逃
亡
し
た
た

め
、
大
業
五
年
（
六
〇
九
）、
煬
帝
は
西
海
・
河
源
・
鄯
善
・
且
末
等
の
四
郡
を

設
置
し
て
隋
の
支
配
下
に
掌
握
し
た
（『
隋
書
』
巻
三
煬
帝
紀
、
巻
六
一
宇
文
述

伝
、
吐
谷
渾
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
）。

な
お
、
鉄
勒
は
大
業
三
年
（
六
〇
七
）、
遣
使
し
て
煬
帝
に
方
物
（
特
産
品
）

を
献
上
し
、
そ
れ
以
降
、
朝
貢
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
（『
隋
書
』
巻
八
四
鉄
勒
伝
）。

つ
ま
り
、
帰
順
し
た
ば
か
り
の
鉄
勒
に
と
っ
て
も
、
吐
谷
渾
討
伐
は
、
煬
帝
に
誠

意
と
忠
誠
心
を
示
す
機
会
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
隋
は
、
先
に
外
交
的
圧
力
を
用
い
て
周
辺
国
同
士
を
戦
わ
せ
、

弱
体
化
し
た
と
こ
ろ
を
隋
軍
が
止
め
を
刺
し
征
圧
す
る
と
い
う
巧
妙
な
方
法
も
用

い
て
周
辺
国
を
掌
握
し
た
。
ま
た
隋
は
、
帰
順
し
た
ば
か
り
の
鉄
勒
に
吐
谷
渾
を

征
伐
さ
せ
て
、
鉄
勒
の
忠
誠
心
を
試
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
東
突
厥
の
啓
民
可
汗
を
利
用
し
た
煬
帝
に
よ
る
周
辺
諸
国
へ
の
感
化

煬
帝
は
、
帰
順
し
た
周
辺
国
家
（
突
厥
や
鉄
勒
）
の
武
力
を
利
用
し
て
周
辺
諸

国
（
契
丹
や
吐
谷
渾
）
を
屈
服
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
智
略
に
よ
っ
て
周
辺
諸
国

を
臣
従
さ
せ
て
も
い
る
。
つ
ま
り
、
東
突
厥
の
啓
民
可
汗
を
利
用
し
て
、
非
軍
事

的
に
周
辺
の
諸
国
や
諸
族
に
隋
の
威
光
を
示
す
事
も
あ
っ
た
。【
表
3
】
も
参
照
。

大
業
三
年
（
六
〇
七
）、
煬
帝
は
楡
林
（
内
蒙
古
自
治
区
）
に
行
幸
す
る
と
、

塞
の
外
に
出
て
軍
を
練
兵
し
、
武
威
を
輝
か
せ
な
が
ら
東
突
厥
を
経
由
し
て
涿
郡

（
河
北
省
）
に
赴
き
た
い
と
考
え
、
ま
ず
長
孫
晟
を
啓
民
可
汗
の
も
と
に
派
遣
し
、

煬
帝
の
到
来
を
伝
え
さ
せ
た
。
啓
民
可
汗
が
、
突
厥
に
従
属
す
る
奚
、
霫
、
室
韋

等
の
酋
長
数
十
人
を
集
め
、
長
孫
晟
か
ら
煬
帝
の
意
向
を
拝
聴
す
る
と
、
長
孫
晟

は
隋
の
威
光
を
諸
族
に
示
す
好
機
と
考
え
、
啓
民
可
汗
に
草
を
刈
ら
せ
た
。
す
る

と
、
可
汗
自
ら
が
草
を
刈
る
姿
を
見
た
突
厥
の
貴
人
達
や
諸
部
族
は
、
可
汗
に
倣

い
、
争
っ
て
草
を
刈
っ
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
、

突
厥
は
国
を
挙
げ
て
労
役
に
就
く
と
、
楡
林
の

北
境
か
ら
啓
民
可
汗
の
牙
帳
ま
で
草
を
刈
り
、

そ
こ
か
ら
更
に
東
に
向
か
っ
て
涿
郡
の
薊
県

（
河
北
省
）
ま
で
、
全
長
三
千
里
、
幅
百
歩
の

御
道
を
造
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
煬
帝
は
、
長
孫

晟
の
話
を
聞
く
と
、
た
い
そ
う
喜
ん
だ
）
29
（

。

長
孫
晟
は
、
自
ら
草
を
刈
っ
て
隋
に
臣
従
す

る
啓
民
可
汗
の
姿
を
、
突
厥
人
だ
け
で
な
く
、

突
厥
に
従
属
す
る
奚
、
霫
、
室
韋
等
の
諸
族
長

に
も
見
せ
つ
け
、
広
く
隋
の
威
光
を
知
ら
し
め

た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
長
孫
晟
が
隋
の
威
信
を
充
分
に
示

し
た
後
、
煬
帝
が
啓
民
可
汗
の
陣
幕
を
訪
問
し

た
。
こ
の
と
き
啓
民
可
汗
の
テ
ン
ト
に
高
句
麗

の
使
者
が
来
て
い
た
が
、
可
汗
は
高
句
麗
の
使

者
を
隠
さ
ず
、
煬
帝
に
見
せ
た
。
す
る
と
煬
帝

は
高
句
麗
の
使
者
に
対
し
、「
来
年
、
朕
は
涿

郡
に
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。
な
ん
じ
は
帰
国
し

た
ら
、
王
に
早
く
来
朝
す
る
よ
う
告
げ
よ
。
も

し
高
句
麗
王
が
来
朝
し
な
い
な
ら
、
朕
は
必
ず

啓
民
可
汗
を
率
い
て
高
句
麗
に
巡
行
す
る
で
あ

ろ
う
」
と
言
っ
た
。
こ
の
た
め
、
高
句
麗
の
使

者
は
非
常
に
恐
れ
た
）
30
（

。
こ
の
よ
う
に
煬
帝
は
高

【表 3 】外交的圧力や智略・感化によって周辺諸国を帰順させようとした事例
年代 詳　　細 典拠
大業 3
（607）

長孫晟は、自ら草を刈って隋に臣従する啓民可汗の姿を、突厥人だけでなく、突厥に従属す
る奚、霫、室韋等の諸族長にも見せつけ、広く隋の威光を知らしめた

隋書51長孫晟伝、
通鑑180大業 3年

大業 3
（607）

煬帝は，高句麗の使者に対し「王が来朝しなければ東突厥の啓民可汗を率いて高句麗に巡行
する」と言い、高句麗王の来朝を促す

隋書84突厥伝、通
鑑181大業 6年

大業 4
（608）

西突厥の泥撅処羅可汗が傲岸で、起立して煬帝の勅書を受け取らなかったので、司朝謁者の
崔君粛は「隋に臣従して勅書を拝さないのなら、隋は啓民可汗と連合して西突厥を攻撃する
ぞ」と警告。泥撅処羅可汗は驚き、起立し再拝すると跪いて勅書を拝受した

隋書84西突厥伝、
通鑑181大業 4年

※略号：隋書＝『隋書』、通鑑＝『資治通鑑』
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句
麗
王
に
対
し
、
啓
民
可
汗
を
伴
っ
て
高
句
麗
に
赴
く
と
言
っ
て
威
嚇
し
、
高
句

麗
王
の
来
朝
を
促
し
た
の
で
あ
る
。（
し
か
し
、
高
句
麗
は
、
隋
が
強
国
突
厥
を

屈
服
さ
せ
、
使
役
し
た
事
も
知
っ
て
、
逆
に
、
隋
に
は
絶
対
に
服
従
で
き
な
い
と

の
決
意
を
強
く
抱
い
た
可
能
性
も
あ
る
。）

な
お
煬
帝
は
、
こ
の
翌
年
の
大
業
四
年
（
六
〇
八
）
二
月
、
啓
民
可
汗
の
名
を

出
し
て
西
突
厥
の
泥
撅
処
羅
可
汗
を
跪
か
せ
て
い
る
。
煬
帝
は
、
司
朝
謁
者
の
崔

君
粛
を
西
突
厥
に
派
遣
し
、
泥
撅
処
羅
可
汗
に
勅
書
を
与
え
た
が
、
泥
撅
処
羅
可

汗
は
傲
岸
で
、
起
立
し
て
勅
書
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
崔
君
粛

は
、「
い
ま
東
突
厥
の
啓
民
可
汗
は
、
隋
と
連
合
し
て
西
突
厥
を
滅
ぼ
そ
う
と
考

え
て
い
る
。
も
し
、
な
ん
じ
が
隋
に
臣
従
し
て
勅
書
を
拝
受
す
れ
ば
西
突
厥
は
安

泰
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ん
じ
が
起
立
し
て
勅
書
を
受
け
取
ら
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
隋
は
東
突
厥
（
北
蕃
）
の
啓
民
可
汗
に
加
勢
し
て
西
突
厥
を
攻
撃

す
る
ぞ
」
と
警
告
し
た
。
す
る
と
泥
撅
処
羅
可
汗
は
驚
き
、
起
立
し
再
拝
す
る
と
、

跪
い
て
勅
書
を
拝
受
し
た
）
31
（

。

こ
の
よ
う
に
、
隋
は
、
ま
だ
恭
順
し
て
い
な
い
周
辺
国
家
に
対
し
て
、
武
力
を

行
使
す
る
事
な
く
、
先
に
帰
順
し
た
周
辺
国
を
巧
み
に
利
用
し
て
臣
従
を
促
す
事

も
あ
っ
た
。

（
三
）
突
厥
の
諸
可
汗
へ
の
「
支
配
」
を
象
徴
す
る
シ
ン
ボ
ル
の
授
与
と
そ
の
外

交
上
の
効
果

隋
は
、
突
厥
の
諸
可
汗
を
懐
柔
す
る
際
、
彼
ら
の
感
性
に
沿
っ
た
方
法
で
勢
力

の
浸
透
を
図
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
遊
牧
政
権
で
あ
る
突
厥
で
は
、
諸
可
汗
が
各
地

に
分
立
し
て
い
た
た
め
、
隋
は
諸
勢
力
に
対
し
て
「
小
外
交
」
を
展
開
し
、
可
汗

に
と
っ
て
「
支
配
」
や
「
正
統
性
」
の
象
徴
と
な
る
「
狼
頭
纛
」
や
「
箭
」
を
与

え
て
、
内
訌
を
助
長
し
て
い
る
。

本
節
で
は
、
突
厥
、
及
び
西
突

厥
に
対
す
る
隋
か
ら
の
「
支
配
を

表
す
シ
ン
ボ
ル
」
の
授
与
の
事
例

を
取
り
上
げ
、
外
交
上
の
効
力
に

つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。【
表
4
】

も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
1
） 

達
頭
可
汗
へ
の
「
狼
頭

纛
」
の
授
与

文
帝
は
、
開
皇
元
年
（
五
八

一
）、
西
面
可
汗
の
達
頭
可
汗
に

対
し
、「
狼
頭
纛
」
を
授
け
た
。

狼
頭
纛
と
い
う
の
は
、
狼
頭
の
旗

印
（
ま
た
は
旗
）
で
あ
る
。
突
厥

可
汗
の
阿
史
那
氏
は
、
伝
説
に
よ

れ
ば
狼
を
始
祖
と
す
る
た
め
、
祖

先
を
忘
れ
ぬ
よ
う
牙
門
（
本
陣
の

門
）
に
狼
頭
纛
を
建
て
た
（『
隋

書
』
突
厥
伝
）。
つ
ま
り
、
狼
頭

纛
は
「
可
汗
の
正
統
性
を
象
徴
す

る
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
」
で
あ
っ
た
）
32
（

。

第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
開
皇

二
年
（
五
八
二
）、
沙
鉢
略
可
汗

が
、
達
頭
可
汗
を
初
め
と
す
る
四

人
の
可
汗
を
統
轄
し
、
四
十
万
の

【表 4 】突厥の諸可汗への支配のシンボル授与
年代 対象 シンボル 事柄、隋の意図及び離間政策 典拠

開皇元
（581） 達頭可汗 狼頭纛

（狼頭の旗印）

突厥に対する離間政策として、文帝は達頭可汗に「狼頭纛」を
与え、達頭可汗の使者を沙鉢略可汗の使者よりも上座に置いた。
「狼頭纛」は突厥では可汗のシンボルであった（護1967）

隋書84突厥伝、通
鑑175太建13年

開皇 7
（587）

莫何可汗
（処羅侯）

鼓吹幡旗
（太鼓、ふえ、
のぼり、はた）

文帝は処羅侯を莫何可汗に冊立し、鼓吹幡旗を下賜。莫何可汗
がこの旗鼓を持って阿波可汗を討伐すると、阿波可汗の兵士は
旗を見て隋の援軍が到来したと勘違いし、多くのものが降伏。
阿波可汗は捕縛された

隋書84突厥伝、通
鑑176禎明元年

大業 6
（610）

西突厥の
射匱可汗

箭
（矢）

煬帝は射匱可汗に「桃竹白羽の箭」を授け、泥撅処羅可汗の討
伐を命令。「箭」には矢のように速く討伐せよとの意味が込め
られていた。また西突厥では「箭」は王権のシンボルでもあっ
た（内藤1988）。隋から大可汗として認められた射匱可汗は奮
い立ち、泥撅処羅可汗を撃破

隋書84西突厥伝、
通鑑181大業 7年
条

※ 略号：通鑑＝『資治通鑑』、護1967＝護雅夫「突厥第一帝国における qaγan 号の研究」（『古代トルコ民族史研究Ⅰ』山川出版社、
1967年）、内藤1988＝内藤みどり『西突厥史の研究』（早稲田大学出版部、1988年）。
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史　　　窓

大
軍
を
率
い
て
大
々
的
に
入
寇
し
た
た
め
、
文
帝
は
「
遠
交
近
攻
」
策
に
よ
っ
て

突
厥
の
離
間
を
図
り
、
達
頭
可
汗
の
懐
柔
を
試
み
た
。
達
頭
可
汗
は
、
大
可
汗
の

沙
鉢
略
よ
り
も
強
大
な
兵
力
を
保
有
す
る
実
力
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
下
位
に
甘

ん
じ
て
い
た
た
め
、
内
心
で
は
沙
鉢
略
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
。
長
孫
晟
は
そ
れ

を
見
抜
き
、
達
頭
可
汗
を
扇
動
す
れ
ば
沙
鉢
略
に
戦
い
を
し
か
け
る
は
ず
だ
と
、

文
帝
に
進
言
し
た
）
33
（

。
そ
こ
で
文
帝
は
、
達
頭
可
汗
の
も
と
に
太
僕
の
元
暉
を
派
遣

し
「
狼
頭
纛
」
を
授
け
、
達
頭
可
汗
の
使
者
が
来
朝
す
る
と
沙
鉢
略
の
使
者
よ
り

も
上
座
に
置
い
て
優
遇
し
た
。

文
帝
は
、「
狼
頭
纛
」
の
授
与
に
よ
っ
て
達
頭
可
汗
を
大
可
汗
と
し
て
承
認
し
、

沙
鉢
略
可
汗
に
対
抗
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
策
略
は
成
功
し
、
開
皇
二
年
（
五

八
二
）、
沙
鉢
略
可
汗
が
四
十
万
の
大
軍
を
率
い
て
入
寇
し
た
時
、
達
頭
可
汗
は

当
初
は
沙
鉢
略
可
汗
に
付
き
従
っ
た
も
の
の
、
沙
鉢
略
可
汗
が
更
な
る
南
下
を
試

み
た
際
に
は
、
従
わ
ず
、
撤
退
し
た
。
こ
の
た
め
、
沙
鉢
略
可
汗
は
退
却
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
隋
は
突
厥
の
猛
撃
を
凌
ぐ
事
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
（
2
）
射
匱
可
汗
へ
の
「
桃
竹
白
羽
箭
」
の
授
与

第
三
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
煬
帝
は
、
西
突
厥
を
分
裂
さ
せ
る
た
め
、
泥
撅
処

羅
可
汗
に
対
し
、
一
首
長
の
射
匱
可
汗
を
対
抗
さ
せ
た
。

大
業
六
年
（
六
一
〇
）、
煬
帝
は
射
匱
可
汗
に
対
し
、
大
可
汗
へ
の
冊
立
や
通

婚
を
条
件
と
な
し
て
泥
撅
処
羅
可
汗
を
攻
撃
さ
せ
、「
桃
竹
白
羽
箭
（
や
が
ら
が

桃
竹
で
羽
根
の
白
い
矢
）」
を
与
え
、「
事
は
急
を
要
す
る
。
矢
が
飛
ぶ
よ
う
に
速

や
か
に
行
な
え
」
と
命
令
し
た
）
34
（

。
つ
ま
り
、「
箭
」
に
は
「
矢
の
よ
う
に
速
く
討

伐
せ
よ
」
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、「
矢
」
は
突
厥
で
重
要
な
意
味
を
有
し
、
課
税
や
徴
発
の
際
、
突
厥
人

は
木
に
刻
ん
で
数
を
記
し
、「
黄
金
の
鏃
の
矢
」
に
よ
っ
て
蝋
で
封
を
し
て
印
を

押
し
、
信
用
の
し
る
し
と
し
た
（『
周
書
』
巻
五
〇
突
厥
伝
）。
ま
た
、
後
代
の
事

例
で
は
あ
る
が
、
西
突
厥
は
唐
代
で
は
十
部
族
か
ら
成
り
、
一
部
族
が
各
々
一
本

の
矢
を
有
し
た
た
め
、
西
突
厥
の
事
を
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
四
下
突
厥
伝
下
は

「
十
箭
」、
突
厥
碑
文
は
「
オ
ン
・
オ
ク
（
十
本
の
矢
）
35
（

）」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
西
突
厥
で
「
箭
」
は
王
権
や
統
治
権
を
示
す
重
要
な
シ
ン
ボ
ル
と
見
な
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
）
36
（

。

煬
帝
か
ら
「
箭
」
を
賜
っ
た
射
匱
可
汗
は
、
泥
撅
処
羅
可
汗
を
猛
攻
撃
し
て
大

い
に
こ
れ
を
打
ち
破
っ
た
。
射
匱
可
汗
は
、
隋
か
ら
大
可
汗
に
承
認
さ
れ
た
と
判

断
し
、
煬
帝
の
思
惑
通
り
、
奮
起
し
て
泥
撅
処
羅
可
汗
を
攻
め
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
3
）
莫
何
可
汗
へ
の
「
鼓
吹
幡
旗
」
の
授
与

隋
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
突
厥
が
王
権
や
正
統
性
の
象
徴
と
見
な
す
「
狼
頭

纛
」
や
「
箭
」
を
与
え
、
巧
妙
に
内
紛
を
煽
っ
た
が
、
隋
が
味
方
で
あ
る
と
い
う

事
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
（
旗
な
ど
）
を
与
え
て
可
汗
を
後
押
し
す
る
事
も
あ
っ
た
。

第
二
章
で
も
見
た
通
り
、
開
皇
七
年
（
五
八
七
）、
処
羅
侯
が
即
位
す
る
と
、
文

帝
は
莫
何
可
汗
に
冊
立
し
、「
鼓
吹
幡
旗
（
太
鼓
、
笛
、
の
ぼ
り
、
旗
）」
を
賜

わ
っ
た
。
策
略
に
長
じ
る
莫
何
可
汗
が
、
こ
の
「
旗
鼓
」
を
持
っ
て
阿
波
可
汗
を

攻
め
る
と
、
阿
波
可
汗
の
兵
士
は
「
旗
鼓
」
を
見
て
隋
の
援
軍
が
到
来
し
た
と
思

い
、
莫
何
可
汗
に
降
伏
し
た
。
こ
の
た
め
、
阿
波
可
汗
は
莫
何
可
汗
に
よ
っ
て
生

け
捕
り
に
さ
れ
た
）
37
（

。
こ
の
よ
う
に
、
莫
何
可
汗
は
隋
の
「
旗
鼓
」
も
使
っ
て
阿
波

可
汗
と
の
戦
い
に
勝
利
し
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
文
帝
は
、
こ
れ
よ
り
先
の
開
皇
五
年
（
五
八
五
）
頃
、
沙
鉢
略
可
汗
に

対
し
、「
車
服
、
鼓
吹
」
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
の
後
、
沙
鉢
略
可
汗
は
阿
波
可
汗

を
攻
め
、
こ
れ
を
撃
破
し
て
い
る
（『
隋
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
六
、

至
徳
三
年
〔
五
八
五
＝
開
皇
五
〕）。
こ
の
と
き
沙
鉢
略
が
、
文
帝
よ
り
拝
領
し
た
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「
鼓
」
を
持
っ
て
阿
波
可
汗
を
攻
撃
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
隋
の
後
押

し
も
有
利
に
作
用
し
て
、
勝
利
を
収
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
煬
帝
も
大

業
三
年
（
六
〇
七
）
啓
民
可
汗
に
「
鼓
吹
幡
旗
」
を
授
け
て
い
る
（『
隋
書
』
突

厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
）。

以
上
の
よ
う
に
、
文
帝
や
煬
帝
は
突
厥
の
諸
可
汗
に
対
し
、「
狼
頭
纛
」
や

「
箭
」
と
い
っ
た
可
汗
の
象
徴
を
授
け
て
懐
柔
す
る
と
内
訌
を
煽
っ
た
。
そ
し
て
、

突
厥
国
内
で
も
隋
か
ら
授
か
っ
た
シ
ン
ボ
ル
（
旗
や
鼓
）
を
利
用
し
、
敵
対
者
を

撃
破
す
る
も
の
が
現
れ
る
な
ど
、
隋
の
力
の
浸
透
も
見
ら
れ
る
。

本
章
で
見
た
隋
の
外
交
を
ま
と
め
る
と
、
隋
は
、
ま
だ
恭
順
し
て
い
な
い
周
辺

国
に
対
し
て
、
先
に
帰
順
し
た
周
辺
諸
国
を
効
率
よ
く
利
用
し
、
時
に
は
そ
の
武

力
的
支
援
に
よ
り
屈
服
さ
せ
、
時
に
は
帰
順
し
た
国
か
ら
の
説
得
な
ど
外
交
的
圧

力
や
感
化
に
よ
っ
て
勢
力
下
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
。
ま
た
隋
は
、
突
厥
の
諸
可

汗
に
対
し
て
は
、
彼
ら
の
感
性
に
沿
っ
た
方
法
で
隋
の
力
を
浸
透
さ
せ
臣
従
さ
せ

て
い
っ
た
。第

五
章　

公
主
降
嫁
や
通
婚
を
用
い
た
北
方
・
西
方
に
対
す

る
隋
の
和
親
策
と
離
間
策

隋
は
、
北
方
、
及
び
西
方
を
攻
略
す
る
際
に
、
和
蕃
公
主
）
38
（

の
降
嫁
政
策
も
実
施

し
、
文
帝
が
四
名
（
養
女
と
な
っ
た
北
周
の
千
金
公
主
を
含
む
）、
煬
帝
が
二
名

の
計
六
名
の
公
主
を
、
突
厥
、
西
突
厥
、
吐
谷
渾
、
高
昌
に
各
々
降
嫁
さ
せ
た

（
系
図
）。
た
だ
し
、
通
常
の
公
主
降
嫁
は
、
国
家
対
国
家
で
あ
る
が
、
隋
で
の
公

主
降
嫁
は
、
そ
れ
と
は
異
な
り
、
突
厥
と
い
う
遊
牧
国
家
内
に
い
る
諸
勢
力
（
諸

可
汗
）
と
も
通
婚
を
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
隋
は
突
厥
、
及
び
西
突
厥
に
対
し

て
、
公
主
の
降
嫁
政
策
に
お
い
て
も
「
小
外
交
」
を
実
施
し
、
懐
柔
を
試
み
て
い

る
。（
も
ち
ろ
ん
、
隋
は
、
対
国
家
と
し
て
の
公
主
降
嫁
も
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
例
え
ば
、
吐
谷
渾
や
高
昌
に
も
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
い
る
。）

和
蕃
公
主
を
通
じ
て
周
辺
国
家
と
友
好
関
係
を
樹
立
す
る
と
い
う
外
交
政
策
は
、

前
漢
と
唐
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
隋
も
ま
た
、
中
華
諸
王
朝
の
常
套
手
段
に
則
り
、

周
辺
諸
国
と
親
善
す
る
た
め
に
公
主
降
嫁
を
活
用
し
た
。
だ
が
、
隋
の
公
主
降
嫁

は
、
単
に
「
和
親
の
た
め
の
外
交
政
策
」
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、「
離
間
の
た

め
の
外
交
戦
略
」
で
も
あ
っ
た
。

隋
の
和
蕃
公
主
の
戦
略
的
意
義
に
関
し
て
は
前
稿
）
39
（

で
も
論
じ
た
の
で
、
第
一
節

で
和
親
の
た
め
の
公
主
降
嫁
、
第
二
節
で
離
間
の
た
め
の
公
主
の
降
嫁
と
通
婚
の

提
案
に
つ
い
て
、
要
点
の
み
を
ま
と
め
て
お
く
。

（
一
）
和
親
策
と
し
て
の
公
主
降
嫁

周
辺
諸
国
と
和
睦
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
隋
の
公
主
降
嫁
は
以
下
に
あ
げ
る
五

例
で
あ
る
が
、
和
親
策
と
し
て
の
公
主
降
嫁
は
他
の
王
朝
で
も
見
ら
れ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
簡
単
に
見
て
お
く
事
に
す
る
。
①
隋
の
建
国
当
初
、
突
厥
の
沙
鉢
略
可

汗
は
、
北
周
の
公
主
で
あ
っ
た
妻
の
千
金
公
主
に
扇
動
さ
れ
、
大
挙
し
て
入
寇
し

た
が
、
文
帝
の
「
遠
交
近
攻
」
策
に
よ
り
突
厥
が
東
西
に
分
裂
し
、
窮
地
に
陥
っ

た
。
こ
の
た
め
千
金
公
主
は
文
帝
に
請
願
し
て
養
女
と
な
り
、
大
義
公
主
に
改
封

さ
れ
た
。
文
帝
は
、
養
女
の
大
義
公
主
を
通
じ
て
沙
鉢
略
と
舅
婿
関
係
を
結
び
、

和
睦
し
た
。
②
文
帝
は
、
東
突
厥
の
染
干
（
啓
民
可
汗
）
を
懐
柔
す
る
た
め
、
ま

ず
安
義
公
主
、
そ
の
死
後
に
は
義
成
公
主
を
嫁
が
せ
た
。
染
干
へ
の
公
主
降
嫁
は
、

次
節
で
見
る
よ
う
に
東
突
厥
を
離
間
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。
③
吐
谷
渾
と
和
す
る

た
め
、
文
帝
は
光
化
公
主
を
嫁
が
せ
た
。
④
東
西
交
易
路
の
要
衝
高
昌
を
掌
握
す

る
た
め
、
煬
帝
は
華
容
公
主
を
高
昌
王
麴
伯
雅
に
嫁
が
せ
た
。
⑤
西
突
厥
の
泥
撅

処
羅
可
汗
を
懐
柔
す
る
た
め
、
煬
帝
は
信
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
隋
は
公
主
降
嫁
に
よ
っ
て
突
厥
（
東
西
突
厥
）、
吐
谷
渾
、
高

昌
と
親
善
を
強
化
し
た
が
、
次
節
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
主
の
降
嫁
政
策
を

「
離
間
」
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
も
活
用
し
た
。

（
二
）
離
間
策
と
し
て
の
公
主
降
嫁
、
及
び
、
通
婚
の
提
案

隋
は
、
本
節
で
見
る
よ
う
に
、
東
突
厥
及
び
西
突
厥
に
対
し
、
離
間
の
手
段
と

し
て
も
公
主
の
降
嫁
や
通
婚
の
提
案
を
活
用
し
、
可
汗
同
士
の
対
立
抗
争
を
煽
っ

て
、
勢
力
の
弱
体
化
を
図
っ
た
。

東
突
厥
や
西
突
厥
に
対
し
て
、
離
間
の
た
め
に
隋
が
行
っ
た
公
主
降
嫁
と
通
婚

の
提
案
は
、
以
下
に
あ
げ
る
三
例
で
あ
る
。
①
東
突
厥
の
大
可
汗
の
都
藍
可
汗
と

小
可
汗
の
染
干
（
後
の
啓
民
可
汗
）
が
、
各
々
文
帝
に
対
し
、
公
主
の
降
嫁
を
請

願
し
た
際
、
長
孫
晟
が
「
都
藍
可
汗
は
反
覆
常
な
い
の
で
、
弱
小
の
染
干
に
公
主

を
降
嫁
さ
せ
て
都
藍
可
汗
に
対
抗
さ
せ
る
の
が
よ
い
」
と
進
言
し
た
た
め
、
文
帝

は
開
皇
十
七
年
（
五
九
七
）、
染
干
に
安
義
公
主
を
降
嫁
さ
せ
、
都
藍
可
汗
に
対

抗
さ
せ
た
（『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
八
）。
②
大
業
六
年

（
六
一
〇
）、
西
突
厥
の
射
匱
可
汗
が
煬
帝
に
通
婚
を
請
願
し
た
時
、
煬
帝
は
泥
撅

処
羅
可
汗
の
殺
害
を
通
婚
の
条
件
に
あ
げ
、
射
匱
可
汗
に
泥
撅
処
羅
可
汗
を
攻
撃

さ
せ
た
。
③
大
業
十
一
年
（
六
一
五
）、
東
突
厥
の
始
畢
可
汗
が
強
大
化
し
た
た

め
、
隋
は
可
汗
の
弟
叱
吉
設
に
対
し
、
公
主
の
降
嫁
と
南
面
可
汗
へ
の
冊
立
を
提

案
し
突
厥
の
分
裂
を
画
策
し
た
。
だ
が
、
叱
吉
設
が
隋
の
提
案
を
拒
絶
し
た
た
め

離
間
策
は
失
敗
し
た
の
み
な
ら
ず
、
隋
の
策
謀
が
始
畢
可
汗
を
怒
ら
せ
、
大
業
十

一
年
八
月
、
煬
帝
が
雁
門
で
突
厥
軍
数
十
万
に
包
囲
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

ま
た
、
文
帝
は
開
皇
十
三
年
（
五
九
三
）、
大
義
公
主
（
北
周
の
千
金
公
主
）

の
殺
害
を
画
策
し
た
。
こ
の
と
き
、
染
干
が
文
帝
に
対
し
通
婚
を
請
願
し
た
た
め
、

文
帝
は
「
大
義
公
主
を
殺
害
す
れ
ば
、
隋
と
の
通
婚
を
ゆ
る
す
」
と
返
答
し
た
。

そ
の
た
め
染
干
は
、
都
藍
可
汗
に
対
し
て
大
義
公
主
を
讒
言
し
、
公
主
を
殺
害
さ

せ
た
（『
隋
書
』
突
厥
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
八
）。
こ
の
よ
う
に
、
隋
は
、

反
隋
勢
力
（
大
義
公
主
）
の
排
斥
を
通
婚
の
条
件
に
挙
げ
、
成
功
を
収
め
た
。
こ

の
成
功
例
か
ら
、
隋
は
、
後
に
西
突
厥
の
射
匱
可
汗
が
通
婚
を
懇
願
し
た
際
、

「
泥
撅
処
羅
可
汗
の
殺
害
」
を
通
婚
の
条
件
と
し
て
提
示
し
、
西
突
厥
の
内
訌
を

画
策
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
公
主
の
降
嫁
に
は
、
周
辺
国
同
士
の
連
繫
を
阻
止
す
る
効
果
も
あ
っ
た
。

啓
民
可
汗
は
、
吐
谷
渾
と
通
好
し
、
吐
谷
渾
の
女
性
を
妻
と
な
し
息
子
（
後
の
頡

利
可
汗
）
も
儲
け
て
い
た
が
、
義
成
公
主
が
降
嫁
す
る
と
可
汗
は
隋
の
威
光
を
恐

れ
、
吐
谷
渾
と
の
通
好
を
絶
っ
た
（『
隋
書
』
西
突
厥
伝
）。
な
お
、
突
厥
や
西
突

厥
は
西
域
諸
国
の
王
に
娘
を
嫁
が
せ
、
婚
姻
も
通
じ
て
支
配
力
を
強
化
し
て
お
り
、

高
昌
に
は
突
厥
可
汗
の
娘
が
嫁
い
で
い
た
（
系
図
）。
高
昌
へ
の
華
容
公
主
の
降

嫁
に
は
、
高
昌
と
突
厥
（
西
突
厥
）
と
の
間
に
楔
を
打
ち
込
む
意
味
も
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
隋
は
、
公
主
降
嫁
や
通
婚
を
利
用
し
、
突
厥
の
内
訌
の
助
長
、

反
隋
勢
力
の
排
除
、
周
辺
国
同
士
の
連
繋
阻
止
な
ど
の
効
果
を
あ
げ
た
。

お
わ
り
に
（
隋
の
外
交
の
ま
と
め
）

最
後
に
、
本
稿
で
考
察
し
た
北
方
、
西
方
に
対
す
る
隋
の
外
交
戦
略
を
ま
と
め
、

締
め
括
り
と
し
た
い
。

隋
は
、
建
国
時
よ
り
襲
来
す
る
強
大
な
遊
牧
帝
国
・
突
厥
へ
の
対
策
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
、
文
帝
は
「
遠
交
近
攻
」
策
に
よ
っ
て
突
厥
の
内
訌
を
煽
り
、
突
厥

を
東
西
に
分
裂
さ
せ
、
弱
体
化
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
隋
は
諸
可
汗
に
対
し
、「
狼

頭
纛
」
や
「
箭
」
と
い
っ
た
王
権
の
象
徴
を
与
え
、
内
紛
を
煽
る
事
も
あ
っ
た
。
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一
方
、
可
汗
の
中
に
は
隋
か
ら
授
か
っ
た
シ
ン
ボ
ル
（
旗
や
鼓
）
を
利
用
し
て
ラ

イ
バ
ル
を
倒
す
も
の
も
お
り
、
隋
の
力
の
浸
透
も
見
ら
れ
る
。

な
お
、
遊
牧
騎
馬
民
族
の
国
家
・
突
厥
で
は
、
諸
可
汗
が
各
地
に
分
立
し
て
い

た
。
こ
の
た
め
隋
は
、
突
厥
国
内
の
諸
勢
力
を
離
間
す
る
目
的
で
諸
可
汗
に
対
し

「
小
外
交
」
を
行
い
、
可
汗
の
支
配
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
の
授
与
や
公
主
の
降
嫁
に

よ
っ
て
、
懐
柔
と
同
時
に
、
突
厥
内
部
の
諸
勢
力
の
離
間
を
も
図
っ
た
。

ま
た
、
隋
は
、
周
辺
諸
国
を
制
圧
、
も
し
く
は
帰
順
さ
せ
る
際
、「
以
夷
制
夷

（
夷
を
以
て
夷
を
制
す
る
）」
と
も
言
え
る
外
交
政
策
に
よ
っ
て
効
率
的
に
周
辺
国

家
の
制
覇
や
勢
力
拡
大
も
試
み
て
い
る
。
そ
の
際
、
臣
従
し
た
周
辺
国
の
武
力
を

用
い
て
隣
国
を
討
伐
さ
せ
る
事
も
あ
れ
ば
、
武
力
行
使
を
行
わ
ず
、
先
に
帰
服
し

た
周
辺
国
の
説
得
な
ど
に
よ
っ
て
周
辺
諸
国
を
恭
順
さ
せ
る
事
も
あ
っ
た
。

隋
は
、
ま
だ
帰
順
し
て
い
な
い
周
辺
諸
国
を
征
伐
す
る
た
め
に
、
す
で
に
帰
順

し
た
周
辺
国
家
に
命
じ
て
攻
撃
さ
せ
た
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
以
下
の
こ
と

が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
①
周
辺
国
家
に
周
辺
国
の
討
伐
を
実
行
さ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、

隋
の
兵
力
や
国
力
の
消
耗
を
防
ぐ
事
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
討
伐
軍

を
派
遣
す
る
国
の
国
力
・
兵
力
を
削
ぐ
事
も
で
き
る
。
②
隣
接
す
る
周
辺
国
同
士

の
連
繋
を
断
ち
、
隋
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
事
が
で
き
る
。
③
隋
の
命
令
に
応
じ

る
か
否
か
で
、
そ
の
国
家
の
隋
に
対
す
る
忠
誠
心
の
度
合
い
を
測
る
事
が
で
き
る
。

隋
の
命
令
を
拒
否
す
れ
ば
、
そ
の
国
は
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
候
補
に
な
る
。

更
に
、
隋
は
北
方
と
西
方
に
対
し
、
和
蕃
公
主
を
降
嫁
さ
せ
て
親
善
関
係
を
築

く
と
い
う
、
中
華
諸
王
朝
に
と
っ
て
常
套
手
段
と
も
い
え
る
外
交
政
策
も
実
行
し

た
が
、
隋
は
、
公
主
降
嫁
を
和
親
策
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
離
間
策
と
し
て
も
活

用
し
た
。
離
間
策
と
し
て
の
公
主
降
嫁
や
通
婚
の
提
案
に
よ
っ
て
、
隋
は
、
突
厥

の
内
紛
の
助
長
、
反
隋
勢
力
の
排
斥
、
周
辺
諸
国
間
の
連
繋
阻
止
な
ど
の
成
果
を

あ
げ
た
。

し
か
し
、
煬
帝
が
三
度
の
高
句
麗
遠
征
（
六
一
二
〜
六
一
四
年
）
に
失
敗
す
る

と
、
隋
の
外
交
の
威
力
に
も
陰
り
が
見
え
始
め
る
。
大
業
十
一
年
（
六
一
五
）、

煬
帝
は
東
突
厥
に
対
し
て
離
間
策
を
講
じ
た
が
、
公
主
降
嫁
も
冊
立
も
、
突
厥
側

に
拒
絶
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
始
畢
可
汗
が
隋
を
侮
っ
て
侵
攻
し
、
煬
帝
が
包

囲
さ
れ
て
生
命
を
脅
か
さ
れ
る
程
の
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
。
統
一
中
華
の
力
に

裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
隋
の
外
交
も
効
力
を
発
揮
し
、
周
辺
諸
国
も
屈

服
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
力
な
き
外
交
は
無
力
で
あ
り
、
逆
に
周
辺
国
の
侮

り
を
受
け
、
破
綻
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
、
隋
の
外
交
政
策
を
大
き
な
ス
コ
ー
プ
で
俯
瞰
し
て
み
よ
う
。
隋
の
前

後
の
時
代
、
即
ち
前
代
の
南
北
朝
時
代
、
後
代
の
唐
の
対
外
政
策
を
各
々
取
り
上

げ
て
隋
の
外
交
と
比
較
検
討
し
、
隋
が
分
裂
期
の
南
北
朝
時
代
の
外
交
を
ど
の
よ

う
に
継
承
し
た
の
か
、
ま
た
隋
の
外
交
戦
略
が
次
代
の
唐
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度

継
承
さ
れ
た
の
か
を
、
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

分
裂
期
に
は
、
敵
を
圧
倒
す
る
た
め
、
外
交
を
巧
く
活
用
し
て
周
辺
国
と
連
繋

す
る
事
が
重
要
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
南
北
朝
時
代
、
諸
国
は
外
交
を
う
ま
く

利
用
し
ラ
イ
バ
ル
に
対
抗
し
た
。
例
え
ば
、
南
朝
の
宋
と
斉
は
、
柔
然
、
吐
谷
渾

と
連
繋
し
、
北
魏
を
牽
制
し
た
）
40
（

。
東
魏
は
、
南
の
梁
、
北
の
柔
然
、
西
の
吐
谷
渾

と
連
繋
し
て
西
魏
包
囲
網
を
形
成
し
、
対
す
る
西
魏
は
、
東
魏
の
包
囲
網
を
打
破

す
る
た
め
、
新
興
の
突
厥
と
通
好
し
た
。
ま
た
、
北
周
は
、
北
斉
と
華
北
の
覇
権

を
争
っ
て
対
立
し
て
い
た
た
め
、
外
交
も
う
ま
く
利
用
し
、
北
の
突
厥
、
東
の
北

斉
、
南
の
陳
に
各
々
対
応
し
て
い
っ
た
。
北
周
は
、
ま
ず
突
厥
と
婚
姻
を
結
ん
で

同
盟
関
係
を
築
く
と
、
南
朝
の
陳
と
も
連
繋
し
て
北
斉
を
滅
ぼ
し
、
北
斉
滅
亡
後

は
陳
を
攻
め
て
、
打
撃
を
与
え
た
）
41
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
分
裂
期
の
南
北
朝
時
代
、
各
国
は
、
合
従
連
衡
、
遠
交
近
攻
と

い
っ
た
外
交
戦
略
に
よ
っ
て
敵
対
国
の
牽
制
を
試
み
た
が
、
前
代
に
培
わ
れ
て
き

た
こ
の
よ
う
な
外
交
の
基
盤
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
文
帝
は
、
長
孫
晟
が
突
厥
に

対
す
る
「
遠
交
近
攻
」
策
を
献
言
し
た
際
、
即
座
に
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
、
実

行
に
移
す
事
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

隋
は
短
命
王
朝
で
は
あ
っ
た
が
、「
遠
交
近
攻
」
策
や
「
以
夷
制
夷
」
策
と

言
っ
た
優
れ
た
対
外
戦
略
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
唐
に
も
継
承
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

唐
も
建
国
の
前
後
、
東
突
厥
の
強
盛
に
悩
ま
さ
れ
た
。
隋
末
、
北
辺
で
挙
兵
し

た
郡
雄
は
概
ね
突
厥
の
支
援
を
受
け
軍
事
力
の
充
実
を
図
っ
た
た
め
、
李
淵
も
他

の
郡
雄
に
対
抗
す
る
必
要
上
、
突
厥
か
ら
援
軍
を
借
り
た
。
そ
の
た
め
東
突
厥
の

勢
力
が
増
大
し
た
。
こ
の
と
き
唐
は
、
隋
が
突
厥
に
対
し
て
実
施
し
た
「
遠
交
近

攻
」
策
や
「
以
夷
制
夷
」
策
を
活
用
し
、
東
突
厥
に
対
応
し
た
。

例
え
ば
、
高
祖
は
、
武
徳
八
年
（
六
二
五
）
頃
、
隋
の
文
帝
・
煬
帝
の
外
交
の

ブ
レ
ー
ン
で
あ
っ
た
裴
矩
を
側
近
と
な
し
、「
遠
交
近
攻
」
の
有
効
性
を
説
く
裴

矩
の
進
言
に
従
っ
て
、
東
突
厥
の
頡
利
可
汗
を
牽
制
す
る
た
め
に
西
突
厥
の
統
葉

護
可
汗
と
通
好
し
、
婚
姻
同
盟
を
試
み
て
い
る
（『
新
唐
書
』
巻
一
〇
〇
裴
矩
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
一
）。
ま
た
太
宗
は
、
東
突
厥
を
討
滅
す
る
た
め
の
下
準
備

と
し
て
、
頡
利
可
汗
の
甥
突
利
可
汗
を
懐
柔
し
東
突
厥
の
内
訌
を
煽
っ
た
（『
旧

唐
書
』
巻
一
九
四
突
厥
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
五
突
厥
伝
）。
太
宗
は
、
東
突
厥

の
勢
力
下
に
あ
っ
た
鉄
勒
諸
部
や
契
丹
を
懐
柔
し
、
近
隣
諸
族
の
切
り
崩
し
も
実

行
し
た
（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
鉄
勒
伝
、
契
丹
伝
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
七
下
回

鶻
伝
下
、『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
契
丹
伝
）。
そ
の
際
、
太
宗
は
、
鉄
勒
諸
部
連
合

の
盟
主
で
あ
っ
た
薛
延
陀
の
夷
男
を
真
珠
毗
伽
可
汗
に
冊
立
し
、
鼓
纛
（
太
鼓
と

旗
印
）
を
授
け
て
懐
柔
し
た
。
太
宗
は
、
隋
が
突
厥
を
攻
略
す
る
際
に
実
施
し
た

「
遠
交
近
攻
」
策
や
「
以
夷
制
夷
」
策
を
見
倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鼓
や

纛
を
与
え
る
事
も
、
隋
の
文
帝
が
「
狼
頭
纛
」
や
「
鼓
」
を
与
え
て
突
厥
の
可
汗

達
を
懐
柔
し
た
方
法
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
周
辺
諸
族
を
唐
側

に
寝
返
ら
せ
、
巧
み
に
東
突
厥
を
孤
立
さ
せ
た
後
、
唐
は
貞
観
四
年
（
六
三
〇
）、

東
突
厥
の
討
滅
を
果
た
し
た
。

唐
は
、
そ
の
後
も
周
辺
諸
国
に
臨
む
際
、
外
交
を
重
視
し
た
。
例
え
ば
、
高
宗

の
時
、
高
句
麗
討
滅
の
た
め
新
羅
と
連
合
し
、
高
句
麗
の
莫
離
支
・
泉
男
生
兄
弟

の
対
立
も
巧
く
利
用
し
高
句
麗
の
討
滅
を
図
っ
た
。
玄
宗
時
代
に
は
、
北
の
突
厥
、

西
の
吐
蕃
へ
の
二
正
面
作
戦
を
回
避
す
る
た
め
、
必
ず
、
ど
ち
ら
か
一
方
と
和
睦

し
、
も
う
一
方
と
の
対
戦
に
戦
力
を
集
中
し
た
。
強
大
な
軍
事
力
に
加
え
て
、
こ

う
い
っ
た
巧
み
な
外
交
も
手
伝
っ
て
、
太
宗
期
か
ら
玄
宗
期
に
か
け
て
、
唐
は
巨

大
な
世
界
帝
国
と
し
て
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
君
臨
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
史

の
乱
後
の
徳
宗
時
代
や
穆
宗
時
代
に
は
、
外
に
吐
蕃
・
ウ
イ
グ
ル
、
内
に
河
北
三

鎮
な
ど
の
強
大
な
勢
力
が
控
え
て
い
た
た
め
、
唐
は
、
時
に
は
ウ
イ
グ
ル
と
和
睦

し
て
吐
蕃
を
牽
制
し
、
ま
た
時
に
は
吐
蕃
と
会
盟
し
内
乱
に
対
応
す
る
な
ど
、
外

交
も
駆
使
し
て
内
憂
外
患
を
乗
り
切
ろ
う
と
試
み
、
安
史
の
乱
後
な
お
一
世
紀
半

近
く
の
命
脈
を
保
っ
た
）
42
（

。

こ
の
よ
う
に
、
隋
と
唐
は
、
そ
の
治
世
の
時
間
的
な
ス
ケ
ー
ル
は
大
き
く
異
な

る
が
、
し
ば
し
ば
隋
唐
帝
国
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
政
治
的
・
外
交
的
に
は
共
通

す
る
要
素
も
多
く
、
そ
の
意
味
で
、
隋
の
外
交
戦
略
は
、
唐
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア

規
模
で
の
勢
力
圏
拡
大
の
際
の
対
外
戦
略
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
な
っ
た
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。

特
に
、
隋
の
「
以
夷
制
夷
」
な
ど
、
既
に
勢
力
圏
に
属
し
た
国
家
や
民
族
を
用
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隋の東部ユーラシア規模での世界戦略

い
て
、
い
ま
だ
帰
服
し
て
い
な
い
周
辺
の
諸
国
や
諸
族
を
支
配
下
に
取
り
込
み
、

勢
力
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
一
連
の
巧
み
な
外
交
戦
略
は
、
唐
の
外
交
を
さ
え
凌

ぐ
秀
逸
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
外
征
の
み
に
よ
る
、
大

軍
を
動
員
し
て
の
煬
帝
の
三
度
の
高
句
麗
遠
征
の
失
敗
と
い
う
、
上
記
と
は
対
照

的
な
愚
策
の
故
に
、
隋
帝
国
は
も
ろ
く
も
崩
壊
し
、
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
中
心
軸

は
唐
帝
国
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

註（
1
）  

突
厥
の
東
西
分
裂
に
つ
い
て
は
、
松
田
寿
男
「
西
突
厥
王
庭
考
」（『
増
補

版
・
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
〇

年
）、
護
雅
夫
「
突
厥
と
隋
・
唐
両
王
朝
」（『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
Ⅰ
』

山
川
出
版
社
、
一
九
六
七
年
）、
護
雅
夫
『
古
代
遊
牧
帝
国
』（
中
公
新
書
、
一

九
七
六
年
）、
片
山
章
雄
「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
」（『
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
世
界
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
森
安
孝
夫
『
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）
等
を
参
照
。

（
2
）  

前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫
﹇
一
九
六
七
﹈、
前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫
﹇
一
九
七

六
﹈、
前
掲
註
（
1
）
松
田
寿
男
﹇
一
九
七
〇
﹈、
内
藤
み
ど
り
『
西
突
厥
史
の

研
究
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
年
）。

（
3
）  

『
隋
書
』
巻
五
一
長
孫
晟
伝
に
、
突
厥
攻
略
を
献
言
す
る
長
孫
晟
の
言
葉
と

し
て
、「
今
宜
遠
交
而
近
攻
、
離
強
而
合
弱
、
通
使
玷
厥
、
説
合
阿
波
、
則
摂

図
廻
兵
、
自
防
右
地
。〔
い
ま
突
厥
に
対
し
、
遠
い
も
の
と
交
わ
り
近
い
も
の

を
攻
め
る
と
い
う
政
策
を
実
施
し
、
強
い
も
の
を
引
き
離
し
弱
い
者
同
士
を
連

合
さ
せ
れ
ば
、
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
玷
厥
（
＝
達
頭
可
汗
）
に
使
者

を
派
遣
し
て
通
好
し
、
阿
波
可
汗
に
連
合
を
説
け
ば
、
摂
図
（
＝
沙
鉢
略
可

汗
）
は
軍
を
旋
回
さ
せ
て
撤
退
し
、
自
ら
の
右
地
（
西
方
領
域
）
を
防
衛
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。〕」
と
あ
る
。
な
お
、「
遠
交
近
攻
（
遠
き
と
交

わ
り
近
き
を
攻
め
る
）」
と
い
う
政
策
は
、
戦
国
時
代
の
范
雎
が
提
案
し
た
隣

国
攻
略
の
た
め
の
外
交
政
策
で
あ
り
、
遠
国
と
連
繋
し
隣
国
を
挟
撃
す
る
作
戦

で
あ
る
（『
史
記
』
巻
七
九
范
雎
伝
）。

（
4
）  

長
孫
晟
は
「
遠
交
近
攻
」
策
の
提
議
・
実
行
で
突
厥
を
東
西
に
分
裂
さ
せ
た

の
を
皮
切
り
に
、
突
厥
へ
の
離
間
策
や
謀
略
を
展
開
し
、
例
え
ば
、
開
皇
十
三

年
（
五
九
三
）、
反
隋
で
あ
っ
た
大
義
公
主
の
排
斥
に
暗
躍
し
、
開
皇
十
七
年

（
五
九
七
）
〜
仁
寿
三
年
（
六
〇
三
）、
染
干
（
啓
民
可
汗
）
を
支
援
し
、
都
藍

可
汗
と
達
頭
可
汗
を
排
除
し
た
。
大
業
三
年
（
六
〇
七
）、
啓
民
可
汗
に
草
刈

り
を
行
わ
せ
、
突
厥
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
奚
、
霫
、
室
韋
等

の
酋
長
な
ど
に
も
隋
の
威
光
を
示
し
た
。

（
5
）  

裴
矩
の
最
初
の
外
交
活
動
は
、
開
皇
十
三
年
（
五
九
三
）、
大
義
公
主
の
謀

殺
に
関
与
し
た
事
で
あ
る
。
主
に
煬
帝
の
時
代
、
外
交
の
分
野
で
活
躍
し
、
例

え
ば
、
大
業
四
年
（
六
〇
八
）、
鉄
勒
に
命
じ
て
吐
谷
渾
を
討
伐
さ
せ
、
大
業

五
年
（
六
〇
九
）、
高
昌
な
ど
の
西
域
諸
国
を
懐
柔
し
、
大
業
十
一
年
（
六
一

五
）、
東
突
厥
の
始
畢
可
汗
の
強
盛
を
抑
え
る
た
め
、
可
汗
の
弟
叱
吉
設
を
公

主
の
降
嫁
と
南
面
可
汗
へ
の
冊
立
に
よ
っ
て
懐
柔
し
よ
う
と
試
み
た
。『
隋
書
』

裴
矩
伝
な
ど
。
西
域
諸
国
を
招
来
し
た
裴
矩
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保

規
「
ア
ジ
ア
交
流
史
か
ら
み
た
遣
隋
使
│
煬
帝
の
二
度
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
狭
間
で
」（『
遣
隋
使
が
み
た
風
景
』
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
等
を
参

照
。

（
6
）  

隋
初
の
最
大
の
課
題
が
突
厥
対
策
で
あ
っ
た
事
は
、
前
掲
註
（
5
）
氣
賀
澤

保
規
﹇
二
〇
一
二
﹈、
妹
尾
達
彦
『
都
市
と
環
境
の
歴
史
学
〔
増
補
版
〕
第
三

集
・
特
集
東
ア
ジ
ア
の
都
城
と
葬
制
・
隋
唐
長
安
城
と
漢
中
平
野
の
土
地
利

用
』（
中
央
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
、
二
〇
一
五
年
七
月
）
三
七
〜
三

九
頁
な
ど
を
参
照
。

（
7
）  

小
可
汗
の
分
立
に
つ
い
て
は
、
護
雅
夫
「
突
厥
第
一
帝
国
に
お
け
るqaγ

an

号
の
研
究
」（『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
Ⅰ
』
一
九
六
七
年
）、
鈴
木
宏
節

「
突
厥
阿
史
那
思
摩
系
譜
考
│
突
厥
第
一
可
汗
国
の
可
汗
系
譜
と
唐
代
オ
ル
ド

ス
の
突
厥
集
団
」（『
東
洋
学
報
』
第
八
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
小
可

汗
が
外
交
交
渉
の
権
限
を
持
っ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
平
田
陽
一
郎
「
周
隋

革
命
と
突
厥
情
勢
│
北
周
・
千
金
公
主
の
降
嫁
を
中
心
に
」（『
唐
代
史
研
究
』

第
一
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
8
）  

四
代
目
の
大
可
汗
・
佗
鉢
可
汗
は
、
兄
の
木
杆
可
汗
（
三
代
目
大
可
汗
）
か

ら
譲
位
さ
れ
た
恩
義
に
報
い
る
た
め
、
息
子
の
菴
羅
に
対
し
、
木
杆
可
汗
の
息
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史　　　窓

子
阿
波
可
汗
に
位
を
譲
る
よ
う
遺
言
し
た
。
だ
が
、
阿
波
可
汗
の
母
の
身
分
が

低
か
っ
た
た
め
国
人
が
納
得
せ
ず
、
摂
図
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
菴
羅
が
五
代

目
の
大
可
汗
に
推
戴
さ
れ
た
。
し
か
し
菴
羅
が
阿
波
可
汗
を
統
御
で
き
ず
に
可

汗
位
を
退
い
た
た
め
、
摂
図
が
推
戴
さ
れ
て
六
代
目
大
可
汗
と
な
っ
た
。『
隋

書
』
巻
八
四
突
厥
伝
、
系
図
を
参
照
。

（
9
）  
長
孫
晟
は
「
達
頭
可
汗
は
、
沙
鉢
略
可
汗
よ
り
も
強
大
な
兵
力
を
有
す
る
が
、

地
位
が
低
い
た
め
不
満
を
抱
い
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
達
頭
可
汗
を
扇
動
す
れ
ば
、

沙
鉢
略
に
戦
い
を
仕
掛
け
る
だ
ろ
う
」
と
分
析
す
る
。『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、
太
建
十
三
年
（
五
八
一
＝
開
皇
元
）
条
。

（
10
）  

長
孫
晟
に
よ
れ
ば
、
阿
波
可
汗
は
日
和
見
主
義
者
で
あ
る
が
、
沙
鉢
略
可
汗

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
そ
の
支
配
を
受
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
。『
隋

書
』
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
。

（
11
）  

長
孫
晟
は
「
処
羅
侯
は
姦
計
の
多
い
悪
賢
い
人
物
だ
が
、
沙
鉢
略
可
汗
よ
り

も
勢
力
が
弱
く
、
可
汗
に
対
抗
す
る
た
め
人
心
を
掌
握
し
国
人
か
ら
愛
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
た
め
処
羅
侯
は
可
汗
か
ら
疎
ま
れ
て
お
り
心
を
安
ん
じ
る
事
が
で

き
ず
、
可
汗
の
前
で
は
取
り
繕
ろ
い
、
可
汗
へ
の
疑
念
と
恐
怖
を
抱
い
て
い

る
」
と
分
析
す
る
。『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
。

（
12
）  

沙
鉢
略
可
汗
の
地
所
は
『
隋
書
』
突
厥
伝
に
「
都
斤
山
（
ウ
チ
ュ
ケ
ン
山
）」

と
あ
る
。
阿
波
可
汗
の
所
領
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
に
よ
れ
ば
「
北
牙
」

で
、
沙
鉢
略
の
地
所
ウ
チ
ュ
ケ
ン
山
の
北
に
あ
っ
た
。
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
巻

一
七
五
に
よ
れ
ば
、
処
羅
侯
は
東
方
の
諸
族
（
奚
、
霫
、
契
丹
等
）
を
統
べ
て

い
た
。
可
汗
ら
の
勢
力
圏
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
7
）
護
雅
夫
﹇
一
九
六

七
﹈
参
照
。

（
13
）  

註
（
3
）
参
照
。

（
14
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、
太
建
十
三
年
（
五
八
一
年
＝
開
皇
元
）
条
に

「
遣
太
僕
元
暉
出
伊
吾
道
、
詣
達
頭
、
賜
以
狼
頭
纛
。
達
頭
使
来
、
引
居
沙
鉢

略
使
上
。」
と
あ
る
。『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
。

（
15
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、
太
建
十
三
年
条
に
「
以
（
長
孫
）
晟
為
車
騎
将

軍
、
出
黄
龍
道
、
齎
幣
賜
奚
、
霫
、
契
丹
、
遣
為
郷
導
、
得
至
処
羅
侯
所
、
深

布
心
腹
、
誘
之
内
附
。」
と
あ
る
。

（
16
）  

前
掲
註
（
7
）
護
雅
夫
﹇
一
九
六
七
﹈
二
六
七
〜
二
六
八
頁
。

（
17
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
、
太
建
十
四
年
（
五
八
二
＝
開
皇
二
）
条
に
「
五

月
己
未
、
高
寶
寧
引
突
厥
寇
隋
平
州
、
突
厥
悉
発
五
可
汗
控
弦
之
士
四
十
萬
入

長
城
。
…
…
沙
鉢
略
更
欲
南
入
、
達
頭
不
従
、
引
兵
而
去
。
長
孫
晟
又
説
…
…

染
干
詐
告
沙
鉢
略
曰
、
鉄
勒
等
反
、
欲
襲
其
牙
。
沙
鉢
略
懼
、
廻
兵
出
塞
」
と

あ
る
。
こ
の
五
可
汗
を
胡
三
省
は
、
沙
鉢
略
可
汗
、
達
頭
可
汗
、
阿
波
可
汗
、

第
二
可
汗
、
貪
汗
可
汗
の
五
人
で
あ
る
と
注
記
し
て
お
り
、
本
稿
も
こ
れ
に
従

う
。『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
に
も
同
文
あ
り
。

（
18
）  

註
（
17
）
の
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
五
の
記
述
を
参
照
。

（
19
）  

文
帝
と
沙
鉢
略
可
汗
の
舅
婿
関
係
、
君
臣
関
係
は
前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫

﹇
一
九
六
七
﹈
参
照
。

（
20
）  

文
帝
に
よ
る
莫
何
可
汗
の
冊
立
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫
﹇
一
九

六
七
﹈
を
参
照
。

（
21
）  

染
干
の
冊
立
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫
﹇
一
九
六
七
﹈、
染
干
へ

の
二
人
の
公
主
降
嫁
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
隋
代
の
和
蕃
公
主
と
北
方
・
西
方
に

対
す
る
隋
の
外
交
戦
略
」（『
立
命
館
東
洋
史
學
』
第
三
八
号
、
二
〇
一
五
年
八

月
）
な
ど
を
参
照
。

（
22
）  

西
突
厥
の
泥
撅
処
羅
可
汗
は
、
処
羅
可
汗
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
東
突
厥
の

処
羅
可
汗
と
区
別
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
泥
撅
処
羅
可
汗
と
記
す
。
泥
撅
処
羅

可
汗
の
出
自
に
関
し
て
は
、
大
澤
孝
「
新
疆
イ
リ
河
流
域
の
ソ
グ
ド
語
銘
文
石

人
に
つ
い
て
│
突
厥
初
世
の
王
統
に
関
す
る
一
資
料
」（『
国
立
民
族
学
博
物
館

研
究
報
告
』
別
冊
二
〇
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
23
）  

な
お
、
こ
の
と
き
煬
帝
は
四
度
目
の
高
句
麗
遠
征
を
考
え
て
い
た
が
、
樊
子

蓋
、
蕭
瑀
、
虞
世
基
が
煬
帝
に
対
し
、「
征
遼
・
遼
東
之
役
（
第
四
次
高
句
麗

遠
征
）
を
や
め
る
と
宣
言
す
れ
ば
、
将
兵
は
、
雁
門
を
包
囲
し
て
い
る
突
厥
軍

と
の
戦
い
に
奮
闘
す
る
で
し
ょ
う
」
と
進
言
し
た
た
め
、
煬
帝
も
四
度
目
の
高

句
麗
遠
征
を
断
念
し
た
。『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
二
、
大
業
十
一
年
条
。

（
24
）  

前
掲
註
（
21
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
五
﹈
五
八
頁
も
参
照
。

（
25
）  

護
雅
夫
「
突
厥
第
一
帝
国
に
お
け
るšad

号
の
研
究
」（『
古
代
ト
ル
コ
民
族

史
研
究
』
Ⅰ
）
三
六
六
頁
。

（
26
）  
『
旧
唐
書
』
巻
七
五
韋
雲
起
伝
に
「
契
丹
入
抄
営
州
、
詔
（
韋
）
雲
起
護
突

厥
兵
往
討
契
丹
部
落
。
啓
民
可
汗
発
騎
二
万
、
受
其
処
分
…
…
契
丹
本
事
突
厥
、
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情
無
猜
忌
、
雲
起
既
入
其
界
、
使
突
厥
詐
云
向
柳
城
郡
、
欲
共
高
麗
交
易
、
勿

言
営
中
有
隋
使
、
敢
漏
泄
者
斬
之
。
契
丹
不
備
。
去
賊
営
百
里
、
詐
引
南
度
、

夜
復
退
還
、
去
営
五
十
里
、
結
陣
而
宿
、
契
丹
弗
之
知
也
。
既
明
俱
発
、
馳
騎

襲
之
、
盡
獲
其
男
女
四
万
口
、
女
子
及
畜
産
以
半
賜
突
厥
、
餘
将
入
朝
、
男
子

皆
殺
之
。
煬
帝
大
喜
」
と
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
、
大
業
元
年
条
に

同
文
が
あ
り
、
契
丹
討
伐
が
大
業
元
年
（
六
〇
五
）
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。

（
27
）  

吐
谷
渾
史
全
般
に
つ
い
て
は
周
偉
洲
『
吐
谷
渾
史
』（
寧
夏
人
民
出
版
社
、

一
九
八
五
年
）、
吐
谷
渾
と
南
朝
と
の
通
好
に
つ
い
て
は
和
田
博
徳
「
吐
谷
渾

と
南
北
両
朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
史
学
』
第
二
五
巻
第
二
号
、
一
九
五
一

年
）、
吐
谷
渾
と
東
魏
の
連
繋
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
西
魏･

北
周
の
対
外
政
策

と
中
国
再
統
一
へ
の
プ
ロ
セ
ス
│
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
分
裂
時
代
末
期
の
外
交
関

係
」（『
史
窓
』
第
七
〇
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、『
隋
書
』
吐
谷
渾
伝
に
つ
い

て
は
小
谷
仲
男
、
菅
沼
愛
語
「『
隋
書
』
西
域
伝
、『
周
書
』
異
域
伝
（
下
）
の

訳
注
」（『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
・
史
学
編
』
第
十
一

号
、
二
〇
一
二
年
）
等
を
参
照
。

（
28
）  

『
隋
書
』
巻
八
三
吐
谷
渾
伝
に
「
煬
帝
即
位
、
伏
允
遣
其
子
順
来
朝
。
時
鉄

勒
犯
塞
、
帝
遣
将
軍
馮
孝
慈
出
敦
煌
以
禦
之
、
孝
慈
戦
不
利
。
鉄
勒
遣
使
謝
罪
、

請
降
、
帝
遣
黄
門
侍
郎
裴
矩
慰
撫
之
、
諷
令
撃
吐
谷
渾
以
自
効
。
鉄
勒
許
諾
、

即
勒
兵
襲
吐
谷
渾
、
大
敗
之
。」、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
、
大
業
三
年
条
に

「
鉄
勒
寇
辺
、
帝
遣
将
軍
馮
孝
慈
出
敦
煌
撃
之
、
不
利
。
鉄
勒
尋
遣
使
謝
罪
、

請
降
。
帝
使
裴
矩
慰
撫
之
。」、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
、
大
業
四
年
条
に

「
秋
七
月
…
…
裴
矩
説
鉄
勒
、
使
撃
吐
谷
渾
、
大
破
之
。」
と
あ
る
。
前
掲
註

（
27
）
小
谷
、
菅
沼
論
文
﹇
二
〇
一
二
﹈
も
参
照
。

（
29
）  

『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
に
「
大
業
三
年
、
煬
帝
幸
楡
林
、
欲
出
塞
外
陳
兵
耀
武
、

経
突
厥
中
指
于
涿
郡
。
仍
恐
染
干
驚
懼
、
先
遣
晟
往
喩
旨
、
称
述
帝
意
。
染
干

聴
之
、
因
召
所
部
諸
国
、
奚
、
霫
、
室
韋
等
種
落
数
十
酋
長
咸
萃
。
晟
以
牙
中

草
穢
、
欲
令
染
干
親
自
除
之
、
示
諸
部
落
以
明
威
重
…
…
（
染
干
）
遂
抜
所
佩

刀
親
自
芟
草
、
其
貴
人
及
諸
部
争
放
効
之
。
乃
発
楡
林
北
境
、
至
于
其
牙
、
又

東
達
于
薊
、
長
三
千
里
、
広
百
歩
、
挙
国
就
役
而
開
御
道
。
帝
聞
晟
策
、
乃
益

嘉
焉
。」
と
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
〇
、
大
業
三
年
六
月
条
も
参
照
。

（
30
）  

『
隋
書
』
突
厥
伝
に
「
先
是
高
麗
私
通
使
啓
民
所
、
啓
民
推
誠
奉
国
、
不
敢

隠
境
外
之
交
。
是
日
、
将
高
麗
使
人
見
、
勅
令
牛
弘
宣
旨
謂
之
曰
、
朕
以
啓
民

誠
心
奉
国
、
故
親
至
其
所
。
明
年
當
往
涿
郡
。
爾
還
日
、
語
高
麗
王
知
、
宜
早

来
朝
、
勿
自
疑
懼
。
存
育
之
礼
、
當
同
於
啓
民
。
如
或
不
朝
、
必
将
啓
民
巡
行

彼
土
。
使
人
甚
懼
。」
と
あ
る
。『
隋
書
』
巻
六
七
裴
矩
伝
、『
資
治
通
鑑
』
巻

一
八
一
、
大
業
六
年
条
も
参
照
。
な
お
、
突
厥
と
高
句
麗
の
連
繋
が
煬
帝
の
危

機
感
を
喚
起
し
、
高
句
麗
遠
征
に
繋
が
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。
金
子
修
一

『
隋
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』（
名
著
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）
四
五
頁
、

田
中
俊
明
「
朝
鮮
か
ら
み
た
遣
隋
使
」（『
遣
隋
使
が
み
た
風
景
』）
等
を
参
照
。

（
31
）  

『
隋
書
』
西
突
厥
伝
に
「
煬
帝
遣
司
朝
謁
者
崔
君
粛
齎
書
慰
諭
之
。
処
羅
甚

踞
、
受
詔
不
肯
起
。
君
粛
謂
処
羅
曰
…
…
今
啓
民
…
…
卑
事
天
子
以
借
漢
兵
、

練
二
大
国
、
欲
滅
可
汗
…
…
可
汗
若
称
藩
拝
詔
、
国
乃
永
安
…
…
不
然
者
…
…

発
大
隋
之
兵
、
資
北
蕃
之
衆
、
左
提
右
挈
、
以
撃
可
汗
、
死
亡
則
無
日
矣
…
…

処
羅
聞
之
、
矍
然
而
起
、
流
涕
再
拝
、
跪
受
詔
書
。」
と
あ
る
。『
隋
書
』
巻
三

煬
帝
紀
、『
資
治
通
鑑
』
巻
一
八
一
、
大
業
四
年
条
に
よ
れ
ば
、
崔
毅
（
崔
君

粛
）
が
泥
撅
処
羅
可
汗
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
大
業
四
年
。
な
お
崔
君
粛

は
、
泥
撅
処
羅
可
汗
の
母
向
夫
人
の
生
命
も
威
嚇
の
材
料
に
し
て
可
汗
に
跪
く

よ
う
促
し
て
い
る
。

（
32
）  

護
雅
夫
氏
は
、
狼
頭
纛
を
可
汗
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
前

掲
註
（
7
）
護
雅
夫
﹇
一
九
六
七
﹈
二
八
〇
頁
の
註
九
。
な
お
、
隋
末
の
乱
の

時
、
東
突
厥
の
処
羅
可
汗
は
、
劉
武
周
や
梁
師
都
に
対
し
可
汗
号
と
と
も
に
狼

頭
纛
も
授
け
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
五
五
劉
武
周
伝
、
巻
五
六
梁
師
都
伝
。

（
33
）  

註
（
9
）
参
照
。

（
34
）  

『
隋
書
』
西
突
厥
伝
に
「
帝
於
仁
風
殿
召
其
使
者
、
言
処
羅
不
順
之
意
、
称

射
匱
有
好
心
、
吾
将
立
為
大
可
汗
、
令
発
兵
誅
処
羅
、
然
後
當
為
婚
也
。
帝
取

桃
竹
白
羽
箭
一
枝
以
賜
射
匱
、
因
謂
之
曰
、
此
事
宜
速
、
使
疾
如
箭
也
。
…
…

射
匱
聞
而
大
喜
、
興
兵
襲
処
羅
、
処
羅
大
敗
。」
と
あ
る
。

（
35
）  

前
掲
註
（
1
）
護
雅
夫
﹇
一
九
七
六
﹈
一
四
二
頁
、
前
掲
註
（
2
）
内
藤
み

ど
り
﹇
一
九
八
八
﹈
等
を
参
照
。

（
36
）  
前
掲
註
（
2
）
内
藤
み
ど
り
﹇
一
九
八
八
﹈
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
。

（
37
）  

『
資
治
通
鑑
』
巻
一
七
六
、
禎
明
元
年
（
五
八
七
＝
開
皇
七
）
四
月
条
に

「
隋
使
車
騎
将
軍
長
孫
晟
持
節
拝
之
、
賜
以
鼓
吹
幡
旗
。
莫
何
勇
而
有
謀
、
以
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隋
所
賜
旗
鼓
西
撃
阿
波
。
阿
波
之
衆
以
為
得
隋
兵
助
之
、
多
望
風
降
附
。
遂
生

擒
阿
波
」
と
あ
る
。『
隋
書
』
長
孫
晟
伝
、
突
厥
伝
も
参
照
。

（
38
）  

和
蕃
公
主
に
つ
い
て
は
、
藤
野
月
子
『
王
昭
君
か
ら
文
成
公
主
へ
│
中
国
古

代
の
国
際
結
婚
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
三
月
）、
拙
稿
「
和
蕃
公

主
を
通
じ
て
の
唐
の
外
交
戦
略
」（『
総
合
女
性
史
研
究
』
第
三
一
号
、
二
〇
一

四
年
三
月
）
等
を
参
照
。

（
39
）  

前
掲
註
（
21
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
五
﹈。

（
40
）  

前
掲
註
（
27
）
和
田
博
徳
﹇
一
九
五
一
﹈、
坂
元
義
種
『
倭
の
五
王
│
空
白
の

五
世
紀
』（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）、
榎
本
あ
ゆ
ち
「
南
斉
の
柔
然
遣
使
・
王

洪
範
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
第
三
五
巻
、
二
〇
一
一

年
）
等
を
参
照
。

（
41
）  

西
魏
、
及
び
北
周
の
周
辺
諸
国
及
び
対
外
勢
力
（
柔
然
、
吐
谷
渾
、
突
厥
）

と
の
連
繋
や
外
交
戦
略
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
27
）
拙
稿
﹇
二
〇
一
三
﹈
を

参
照
。

（
42
）  

菅
沼
愛
語
、
菅
沼
秀
夫
「
七
世
紀
後
半
の
「
唐
・
吐
蕃
戦
争
」
と
東
部
ユ
ー

ラ
シ
ア
諸
国
の
自
立
へ
の
動
き
」（『
史
窓
』
第
六
六
号
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）、

拙
稿
「
八
世
紀
前
半
の
唐
・
突
厥
・
吐
蕃
を
中
心
と
す
る
国
際
情
勢
」（『
史

窓
』
第
六
七
号
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）、
拙
稿
「
徳
宗
時
代
の
三
つ
の
唐
・
吐

蕃
会
盟
」（『
史
窓
』
第
六
八
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）、
拙
著
『
7
世
紀
後
半

か
ら
8
世
紀
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
情
勢
と
そ
の
推
移
│
唐
・
吐
蕃
・
突

厥
の
外
交
関
係
を
中
心
に
』（
渓
水
社
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）、
拙
稿
「
九
世

紀
前
半
の
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
情
勢
と
唐
の
内
治
の
た
め
の
外
交
」（『
史
窓
』
第

七
三
号
、
二
〇
一
六
年
二
月
）。


